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1　公　衆　衛　生

(1)概　　　況

近年、医学の進歩や、公衆衛生の向上によって、結核等の感染性疾患は大幅に減少し、平均寿命の伸長、青

少年の体位向上など、市民の健康は著しく改善されるに至った。しかし一方では、生活様式の変化や、人口の

老齢化にともない、ガンを始めとする成人病の増加とその予防が、保健衛生上の大きな課題ともなっている。

行政は、これらの問題に、常に迅速に対応しながら、さまざまな公衆衛生活動を通じて市民の心身の健康確

保に努力していかなければならない。

従来から、保健所が疾病の予防を始め、健康の増進、食品衛生、環境衛生等に関する公衆衛生活動の最先端

機関として、市民の生活と健康にきわめて重要な役割を果たして来たが、最近各種疾病に対する予防衛生の重

要性が注目される中で、地域住民の多様化、高度化しつつある対人保健サービスの需要に、更にきめ細かく対

応するため、保健所に代わって、各市町村に保健セソクーの設置が認められた.

本市でも、熊本・西両保健所に加えて、昭和54年東部保健センター、昭和57年には北部保健センタ-、さら

に平成元年には南部保健センターを開設した。本市の保健センターは、保健所業務の中でも、食品、環境衛生、

医療監視等の行政的な事務を除いた対人保健サービス業務を保健所と同様な規模で実施している。それに市民

の健康づくり推進のために、両保健所と有機的に連携しながら、健康診査、健康相談、健康教育、母子保健等

の保健サービスを総合的に実施する拠点として、活発な活動を展開している。

施　　　設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平5.5.1現在)

∵ ∵
熊 本 保 健 所 酉 保 健 所 東部床健センタ- 北部保健センタl 南部保健センタ【

所 在 地 九品寺 1丁目13番16号 新町 2丁目4番27号 錦ケ丘 1番 1号 晴水本町16番10号 平成 1丁目10番 8 号

敷 地 面 積 3 ,246 .54ni 1′759.64 ni 1一 9.7 m 3′351 .87 n! 2′994 .00∬〒

建 物 両 横 延2,085 .74n? 延2,798.81ni 延1 7^3 ft 延l,315.95 n子 延1 ,349 .9 号

開 設 年 月 日 昭和24年 5 月16日 昭和35年11月15日 昭和54年 3月31日 昭和57年 3月31日 平成元年 9月 1日

361,248 千円

改 築 年 月 El 昭和41年10月3 日 昭和61年12月13日 (昭和59年 3 月3 1日増築) (平成元年 3月10日増築)

建 設 費 3,400 千円 645 ,936 千円 261′779 千円 291.269 千円

構 造 鉄筋コンクリ】ト3 階建
鉄筋コソク1) l ト地下

1階地上3 階建
鉄筋コンクリート2階建 鉄筋コンクリ- ト2階建 鉄筋コンクリート2 階建

類 型 U l U 2

医 師 3人 3人 1 人 1人 1人

保 健 婦 12人 14人 13人 12人 13人

管 内 世 帯 数 53.845 44,856 5 1,008 41,597 32,441

管 内 人 口 129′558 127,169 152 ,022 116 ,107 101,881

(注)管内性帯数・人口は、平成2年国勢調査に基づく
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(2)母子保健対策

母子保健法に基づき、母性及び乳幼児の健康の維持・増進を図るため、妊産婦、乳幼児の健康診査や保健指導

などを実施している。

ア　妊産婦・乳幼児保健指導状況　　　　　　　イ　妊産婦・乳幼児健康診査

年度

区分

63 元 2 3 4

妊娠の届 出受理数 7 .W 7A 6.771A 6 ,6-10人 7,224人 7,284人

母子健康手帳発行数 7 ,091 1,912 6,747 7 ,287 7,345

保

f

ffi

導

妊産婦健康相談 7 .135 7 ,341 1,212 1,515 6,440

母 親 学 級 2 ,055 .978 2 ,m 1.155 2 .302

育 児 相 談 ? <1?寸 3.M 3 3 ,584 2 .2 10 3 ,790

育 児 学 級 952 1,062 1,505 1,468 :.137

受胎調節実地指導 1,185 957 763 691 360

家 族計 画相 談 1.513 1.211 571 368 484

婚 前 学 級 57 155 6 1 242 66

思春期の子をもつ

母のつどい 1,266 1,243 1,583 1,566 994

心身の発達に問題

を持つ子のつどい 794 786 924 562 525

読

問

棉

導

ォ 1 S 5,964 5,498 5′114 4,999 5,787

新 生 児 5.295 5,308 4,918 5,518 5,506

未 熟 児 888 596 糾1 680 618

乳 児 那 700 760 850 833

幼 児 1,57? 1′165 1 ,205 ,319 1,280

ウ　母子栄養食品支給状況

年度

区分

63 元 2 3 4

医

i

I

閑

3

託

分

妊 婦

- fi 12.396 ¥ 12,023人 ll,767人 12,913人 12,516人

fi $ 2,811 2,865 2,622 2,227 1,963

B型肝炎 6,192 6,065 6,064 6,436 6,530

乳 児 B型肝炎 23 20 22 27 20

3 カ 月 児 - 磨 5,747 5,666 5,650 6,321 6,062

6 カ 月 児 - ォ 5,586 5.639 5,203 i,017 5,986

ft

ォ
所

ft
健

セ
ソ

f

I
実

施

分

8 1st 歯 科 6 ,265 5 ,814 6,822 6,421 5,902

1歳 6 カ月児

- to 6,554 6 ,519 6 .311 i,732 i.501

歯 科 6 ,517 6 ,5 10 6 .2S9 6,979 6.492

i ォ 69 74 78 87 102

3 歳 児

一 般 6 ,416 6 00 6 .2T5 6 ,792 6 ,562

歯 科 6 ,367 1,324 6 ,256 6,107 6 .525

ffi 8 64 75 49 129 187

年 度

区 分

63 元 2 3 4

4 年 度分 再掲 支 給 実人 員

妊 産 婦 乳 幼 児 汁

牛 乳 9 .5 55* 6 ,086本 16 ,258本 31 ,6 本 5 .564本 26人 2 1人 47人

粉 乳 2 57缶 197缶 532缶 2 39缶 123缶 18人 17人 35人

汁
、 、、 、、 、

、 .

、 、
44人 3 8人 82人

エ　医療給付状況

年度
区分

63 元 2 3 4

養育医療給付事業
実 人 員 95 77 88 117 122

延 日 数 5 ,932 5,320 5,68 1 7,150 6 ,776

妊 娠 中 毒 症 等

療 養 援 護 事 業

実 人 員 5 9 3 2 2

延 日 数 69 38 54 62 57
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(3)老人保健

昭和58年2月、老人保健法の施行により、医療以外の保健事業(健康手帳の交付・健康教育・健康相談・健康

診査・機能訓練・訪問指導)を行うこととなった。また、昭和63年度から保健事業第2次5カ年計画に基づき、

基本健康診査及び肺がん・乳がん・子宮がん(体部)検診を実施している。

老人保健(医療以外の)事業の実施状況

ア　健康手帳の交付

年 度

区 分
63 元 2 3 4

医 療 受 給 資 格 者 4 ,22 1人 4 ′277人 10 ′023人 7 ,58 8 人 9 ,8 5 5人

医療 受 給 資 格 者 以外 の著 6 ,98 1 7 ′026 7 ′096 6 ′62 1 8 ,2 0 6

イ　健　康　教　育

年 度

区 分
63 元 2 3 4

開 催 回 数 事 558回 578回 720回 646回 930回

延 人 員 18,441人 19,498人 21,582人 20′091人 26,585人

ウ　健　康　相　談

年 度

区 分
63 元 2 3 4

開 催 回 数 . 907回 1,096 回 1,245 回 1 ,473回 1 ,484回

延 人 員 23 ,103人 24,8 28 人 32 ,240人 34 ,286人 34 ′115人

エ　健　康　診　査

年 度

区 分
63 元 2 3 4

基 本 健 康 珍 査 22,902 人 26 ,832人 3 1′367人 31 ,281人 34 ,749人

胃 が ん 検 静 11′207 12 ,58 1 14 ,601 15 ,231 14 ,704

子宮がん検静
額 部 検 査 の み 15 ′359 13 ,861 15 ,458 20 ,804 17 ,878

深部+ 体部検査 4 29 2 12 287 244 222

乳 が ん 検 静 3′065 5 ,167 7 ,604 9 ,976 10 ,496

肺 が ん 検 診
読 影 の み 9,8 54 14 ,687 19 ,971 22 ,938 28 ,738

読 影 + 暗 疾 1 ,086 1,755 2 ,014 2 ,024 3 ,28 0

大 腸 が ん 検 参 - - 8 .860 ll ,231 10 ′732

肝 臓 が ん 検 診
- - - 3 ,127 3 ,313

在 宅 歯 科 検 診 - - - 134 171

オ　権　能　訓　練

年 度

区 分
63 元 2 3 4

実 施 回 数 119回 126回 226回 221回 207回

延 人 員 2.239A 2,495人 3,427人 3,847人 3,530人

力　訪　問　指　導

年度

区分
63 元 2 . 3 4

寝たきりの者
実人員 670人 697人 664人 73 0人 763 人

延 人員 4 ,199 5 ,164 5 ,016 5 ,22 2 5,009

上記以外の

要 指 導 者

実 人員 1,6 15 1 ,376 2 ,107 1 ,86 6 1,32 1

延 人員 3 ,136 2 ′917 3 ,8 11 3 .708 2 ,62 1
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(4)予防接種の状況

年 度

区 分
6 3 元 2 3 4

三 種 混 合

(蓋 フ蓋 1) 蓋 )
初 回 人 . A 人 人 人

+

追 加

2 1′9 2 1 2 9 ,6 3 7 2 6 ,8 0 4 2 8 ,7 7 3 2 6 ,78 2

二 種 混 合

(孟 フ孟 1) 孟 )
小学 校

卒 業前
7 ,9 9 7 7 ,4 3 5 7 ,5 0 1 8 ,0 8 4 7 ,8 3 5

急 性 灰 白 髄 炎 13 ′17 4 13 ,2 9 5 1 2 ,4 4 5 1 3 ,6 5 1 1 3 ,58 9

イ ン フ ル エ ン ザ 7 9 ,8 9 2 4 7 ,5 9 7 1 5 ,3 2 2 1 6 ,5 6 1 1 7 ,7 4 7

日 本 脳 炎 13 4 ,4 14 10 1 ,3 5 8 9 0 ,8 2 9 1 0 7 ,6 9 7 1 0 2 ,4 0 2

風 し ん 2 .0 4 3 2 ′14 1 1 ,9 4 2 2 .0 4 6 2 ′2 0 1

麻 し ん
麻 しん ワ ク≠ ソ 5 ,6 9 2 6 ,7 4 4 2 ,8 6 0 3 ,0 7 2 2 ,98 4

M M R ワ クチ ソ - - 2 .3 4 4 2 ,2 5 9 2 ,1 3 2

(5)結核対策

ア　健康診断

年 度
元 2 3 4

区 分

結 核 一 般 住 民 検 静 29 ,9 8 9人 . 27 , 58 1人 40 .2 8 6人 37 ′340人

ツベ ル ク リン反 応 検 査 (乳 幼 児) 7 ,5 7 9 5 , 58 3 7 ,4 4 9 8 ′70 1

B C G 接 種. (乳 幼 児) 6 ,9 68 5 , 08 1 6 ,5 9 4 7 .8 18

管 理 検 静 6 78 47 8 4 3 8 4 7 6

患 者 家 族 検 静 9 80 8 8 0 9 15 8 3 3

イ　患者管理

午

区分
元 2 3 . 4

結 核 患 者 登 録 数 1′225人 1 ′098人 1 ′045人 945 人

新 登 録 患 者 数 166 186 190 162

結 核 静 査 数 1 ,037 967 8 83 797

結構患者訪問指導 850 793 666 716

命 令 入 所 患 者 数 40 50 51 37

(荏)命令入所患者数は、年度末現在の数

(6)精神保健対策

+ 精 神 保 健 相 談 (延件数) 訪 問 指 導 (延件数)
合 計

tt M *ァ 老人精神衛生 アルコール その他 計 社会復嫡 老人脚申衛生 アル.コール その他 計

2 1,911 115 73 311 2,410 442 257 61 393 1,153 3,563

3 1,847 160 91 680 2,778 339 216 49 487 1,091 3,869

4 2,055 155 128 854 3,192 428 242 89 503 1,262 4,454
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2　救急医療制度

急病患者に対し、迅速かつ適切な医療を確保するための体制を逐次整備拡充しながら、市民の救急医療ニーズ

に対応できるように努めている.

(1)一次救急業務

く急患センター整備の経線)

昭和52年7月

昭和56年11月

昭和57年4月

昭和58年4月

平成元年4月

平成2年4月

熊本保健所内に一次診療並びに電話相談所を設置(小児科)

熊本市医師会病院に一次救急医療業務を委託(小児科・内科)

休日の夜間に加え土曜日の夜間を開設

毎夜間開設(小児科・内科・外科)

休日の昼間も開設

熊本赤十字病院に東部地区休日夜間一次救急医療業務を委託

ア　熊本市医師会夜間急患センター

開設年月日　　昭和56年11月8日

所　在　地　　本荘5丁目16番10号(熊本市医師会熊本地域医療センター内)

診療科目　　小児科・内科・外科

珍　療　日　　毎夜間及び休日の昼間

診療時間　　午後6時から翌朝午前8時まで

イ　熊本市薬剤師会

毎夜間(午後6時から午前0時まで)救急調剤業務

ウ　熊本市歯科医師会

休日夜間(午後6時から午前0時まで)歯科珍療業務

工　夜間急患診療実績

年 度

区 分
6 3 元 2 3 4

診 療 実 日 数 (日 ) 3 6 1 3 6 1 3 6 1 3 6 2 3 6 1

小 児 .料 (人 ) 8 .9 0 6 1 1 ′2 8 1 1 1 ′7 7 5 1 3 ,08 9 1 5 ,1 3 7

内 科 (人 ) 5 ,7 2 9 6 ,6 3 3 .2 9 0 8 .2 2 9 9 ′68 4

外 科 (人 ) 2 ,0 8 6 2 ,6 0 2 2 ,9 0 2 2 , 7 4 0 3 ′0 1 1

救 急 調 剤 (件 ) 1 2 .5 6 6 1 1 ′5 4 3 1 2 . 6 3 4 1 4 , 74 6 1 4 ′8 3 9

休 日 夜 間 歯 科 (人 ) 8 4 4 3 6 2 4 9 27

二 次 医 療 機 関 (人 ) 1 , 1 6 5 1 , 3 3 0 1 ′17 2 1 , 19 5 1 ,0 6 5

委 託 料 (千 円 ) 8 4 ,8 4 5 9 0 ′0 7 1 96 ′7 5 5 1 2 2 .7 18 14 0 ′15 7

(2)在宅輪番医制

休日昼間(午前8時から午後6時まで)の一次診療業務

-日当たり12 C13)医療機関(内科4、小児科1、外科3、整形外科1、眼科1、耳鼻咽喉科1、

産婦人科1、精神科1---隔週)

4年度実績　　延788医療機関、延23,708人
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(3)病院群輪番制(非公表)

休日昼間(午前8時から午後6時まで)及び毎夜間(午後6時から翌朝午前8時まで)の重症患者の診療業

務

縄本市医師会熊本地域医療センター、熊本赤十字病院、済生会熊本病院、熊本市民病院、 (国立熊本病院)の

屈mm

(4)年末年始診療業務

開設期間　12月31日(午前0時)から翌年1月4日(午前8時)まで

ア　一次診療

・熊本市医師会

熊本市医師会急患センター(熊本地域医療センター内)

珍　療　科　目　　小児科・内科・外科

公表在宅医

-日当たり　　内科5、外科4、産婦人科1、計10医療機関

非公表在宅医

-日当たり　　耳鼻咽喉科1、眼科1、精神科1、計3医療機関

・熊本市薬剤師会

熊本市薬剤師会調剤薬局で救急調剤

・熊本市歯科医師会

-日当たり　　開業歯科医2、熊本県口腔保健センター1、計3カ所

イ　二次診療(非公表)

国立熊本病院、済生会熊本病院、熊本赤十字病院、熊本市民病院、熊本中央病院、熊本地域医療セン

ター、熊大付属病院の当番制

ウ　年末年始診療実績

年 度

区 分
6 3 元 2 3 4

診 療 実 日 数 ( 日) 4 4 4 4 4

允l、
止し
-I:
I/
jJ
I

小 児 科 (人 ) 1 , 19 9 8 4 4 7 19 7 5 7 7 1 2

内 科 (人 ) 4 10 3 3 3 2 6 2 3 5 5 4 5 9

外 科 (人 ) 8 7 10 5 16 0 1 0 8 1 4 5

公 表 在 宅 医 (人 ) 2 ,67 3 2 , 24 8 1 ,7 7 3 1 ,6 2 5 1 ,7 6 4

公 表 歯 科 在 宅 医 (人 ) 2 18 36 0 3 3 8 6 0 7 4 1 0

救 急 調 剤 (件 ) 1 ′5 2 0 1 , 13 3 9 3 9 1 ,0 3 2 1 ,0 9 2

非 公 表 在 宅 医 (人 ) 4 1 5 3 69 3 12 3 7 4 3 6 5

二 次 医 療 機 関 (人 ) 4 0 1 3 97 4 5 4 3 6 0 5 3 1

委 託 料 (千 円 ) 1 5 ′4 3 5 1 6 , 3 29 16 ,9 33 18 ,0 5 2 18 ,5 6 4
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3　環　境　衛　生

(1 )保健衛生研究所

昭和47年2月、公害その他衛生上の試験検査を行う目的で、熊本保健所内に衛生試験所として発足した.昭

和56年1月、社会情勢の変化に伴う衛生上の試験検査、調査研究の複雑化に対応するため、独立した施設を建

設、従来の環境科学部門に係る試験検査体制の充実をはかるとともに、新たに衛生化学部門、細菌微生物部門

の試験検査を増設し、保健衛生研究所と名称を改め、総合試験研究施設として発足した。平成4年4月、機構

改革により環境保全局保健衛生研究所となる。

所在地`田迎町大字田井島269番地

構　　造　　鉄筋コンクリート2階建

敷地面積　　2,237n子

建物面積　　本体l,443.82irf　ボンベ室31.49nf　計l,475.31ir!

竣　　工　　昭和55年10月11日

建設費　　322,426千円

機　　構　　環境保全局保健衛生研究所

人　　員　19人

業務内容　　公害対策基本法、食品衛生法、環境衛生関係法等に基づく理化学試験、細菌徴生物学的検査およ

び調査研究を実施している

業務実績

環境科学業務

年 度

検査項 目

2 3 4
備 考

検体数 成分数 検 体数 成 分数 検体数 成分数

*

気

拷

*

降 下 ば い じ ん 4 3 3 0 1 44 3 08 6 0 2 6 4

大 気 汚 染 物 質 7 16 7 16 6 70 6 70 76 0 7 6 0 硫 黄 酸化物、窒 素酸化物 .

大 気 中 重 金 属 3 6 2 52 36 2 52 3 6 2 5 2 大 気 中の鉄 . マ ンガ ソ等

そ の 他 3 0 52 74 53 6 2 16 2 ,0 2 2 酸 性 雨調査等

小 計 8 2 5 1 ′3 2 1 8 24 1 ,76 6 1 ′07 2 3 ,2 98

水

質

拷

潤

河川 水
一般項 目 30 S 1 ,7 77 3 58 2 ′44 8 36 6 2 ,4 77 水素イオン濃度 (PH) 、生物学的酸素要求量(B O D )等

健 康項 目 6 4 2 47 7 1 3 14 7 3 3 43 有 機 リン、シ アン、鉛、有機 塩素 系化合物等

工場 . 事 業所排水 28 4 1 ,2 74 2 S2 1 ′34 0 24 2 1,0 4 4 P H 、 B O D 、 有機 塩素系 化合 物等

そ の . 他 11 9 8 87 102 3 14 12 6 3 78 海 水 等

小 計 7 7 5 4 ,185 8 13 4 ,4 16 8 0 7 4 ,2 42

悪 臭 8 20 8 2 0 7 35 ア ンモニ ア、硫 化物

産 業 廃 棄 物 試 験 8 7 6 73 57 44 1 7 9 6 4 1 塵 芥 埋立地関係 の検 査等

ク ロ ス チ ェ ッ ク 1 5 2 13 1 5 環 境 庁 関係

そ の 他 14 9 7 79 1 43 72 2 15 6 9 54 江津 湖総合調査、へい死魚関係、アスベスト等

合 計 1 ,8 4 5 6 ,9 83 1 .S 47 7 ,37 8 2 ′12 2 9 ′175
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衛生化学関係業務

年 度

検 査 項 目

2 3 4

検 体 数 項 目 数 検 体 数 項 目 数 検 体 数 項 目 数

行

政

読

験

食 品 試 験 4 49 95 8 4 40 1 ,12 4 4 5 3 1 ,0 8 2

飲料水、浴場水等の水質試験 4 32 1 .9 4 9 6 10 2 , 93 0 6 0 9 2 ′9 9 3

容器包装、おもちゃ等の試験 3 2 1 14 4 9 7 3 1

家 庭 用 品 12 1 2 15 15 15 15

小 計 8 96 2 , 94 0 1 ,0 79 4 ′1 18 1 ,0 8 4 4 , 12 1

一 般 依 頼 飲 料 水 等 の 水 質 試 験 3′1 58 20 , 67 8 3 ,3 09 22 ,0 3 3 3 , 15 8 2 0 ,9 7 0

合 計 4′0 54 23 ,6 18 4 ,3 8 8 26 ′15 1 4 ,2 4 2 2 5 ,0 9 1

細菌・微生物関係業務

年 度

検 体 区 分

2 3 4

蝣」 ft m . 項 目 数 検 体 数 項 目 数 検 体 数 項 目 数

食 品 1 ′1 70 5 .2 2 0 1 ,4 2 2 3 ′7 24 1 ,40 1 4 ,2 90

環 境 ( 河 川 .. プ ー ル ) 5 0 1 75 6 8 5 9 1 ′3 2 1 96 9 1 ,5 56

食 中 毒 ( 便 . 吐 物 な ど) 4 5 0 5 .8 8 4 9 6 5 1 0 , 2 93 6 3 6 3 2

小 計 2 ′1 2 1 1 1 ′8 6 0 3 , 2 4 6 1 5 , 3 38 2 ,43 3 6 ,4 78

依 読

癖 験

飲 料 水 等 3 ′1 6 1 6 ,3 2 2 3 ,2 7 1 6 , 5 42 3 ′23 6 6 , 4 7 0

食 品 等 3 0 5 9 1 2 3 3 0 9 1 7 3 7

小 計 3 ′1 9 1 6 ,38 1 3 ′3 9 4 6 ,8 5 1 3 ′2 5 3 6 .5 0 7

合 計 5 ,3 1 2 18 ′2 4 1 6 ′6 4 0 2 2 , 18 9 5 ,68 6 1 2 ,9 8 5

地下水関係業務

年 度

検 査 項 目

2 3 4

検 体 数 項 目 数 検 体 数 項 目 数 検 体 数 項 目 数

行

政

読

敬

有機塩素系化合物汚染関係 2 9 3 2 ,4 0 0 3 9 3 3 ,6 0 0 2 6 0 1 ,4 9 9

ひ 素 汚 染 関 係 1 8 3 1 ′7 9 0 5 i_ 6 7 6 - -

ガ ソ リ ン 汚 染 関 係 5 1 1 ,0 2 3 3 3 9 4 ′7 3 7 4 7 3 5 ,9 8 0

そ の 他 - - 3 4 4 7 6 5 6 7 7 8

小 計 5 2 7 5 ,2 1 3 8 1 8 9 .4 8 9 78 9 8 ,2 5 7

- 般 依 析 有機塩素系化合物汚染関係 . 1 0 1 0 1 6 1 6 1 2 1 2

合 計 5 3 7 5 ,2 2 3 8 3 4 9 ′5 0 5 8 0 1 8 ,2 6 9
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(2)食品衛生関係
ア　営業施設の監視指導状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成4年度)

X

=]=

粟 .種

法定

監視

回教

施 設 数 法 定 監 視 教 監視 回教 (延 ) 監 視 率 (% )

熊 保 西 保 合 計 綿 保 西 保 合 計 熊 摩 西 保 合 計 旅 館 西 保 合 計

許

可

m

態

局

飲 食 店 営 業 12 5 .220 1.546 6 .766 62 .640 18 .552 81 .192 6 .906 1.23 4 8 .140 ll.0 6 .7 10 .0

菓 子 ( パ ン を 含 む )
製 造 業 12 304 158 462 3 ,648 1 .896 5 ,5 44 1 .113 17 6 1 .28 30 .5 9 .3 23 .3

乳 処 理 業 12 3 3 36 36 57 57 158 .3 158 .3

特 別 牛乳 さ く取処 理 業 12

乳 製 品 製 造 業 12 5 4 9 6 0 48 108 67 15 82 111 .7 3 1.3 75 .9

* L 12

魚 介 類 販 売 業 12 374 3 90 764 4 ,48 8 4 ,6 80 9 ,168 7 68 2 .898 3 ,6 66 17 .1 6 1.9 4 0 .0

魚 介 類 せ り売 り営 業 12 1 2 3 12 24 36 4 75 7 9 33 .3 312 .5 2 19 .4

魚 肉 ね り製 品 製 造 業 12 21 25 、46 25 2 3 00 552 65 82 147 25 .8 27 .3 2 6 .6

食 品の冷凍 または冷蔵業 12 10 9 19 12 0 108 228 2 6 8 34 2 1 .7 7 -4 14 .9

かん語 また はぴん語 食品
製造業 (上記および下記以外) 12 8 9 17 9 6 72 168 15 16 3 1 15 .6 22 .2 18 .5

典 茶 店 営 業 6 5 48 282 8 30 3 .288 1 ,6 92 4 .9S0 43 6 146 582 13 .3 8 .6 ll.7

あ ん 顛 製 造 業 6 4 2 6 24 12 36 9 4 13 37 .5 33 .3 36 .1

アイス ク リーム頼製 造業 6 19 5 2 4 114 3 0 144 97 20 117 85 .1 66 .7 8 1.3

乳 類 版 L 売 粟 . 6 76 1 486 1 ,24 7 4 ,566 2 ,9 16 7 ,482 829 20 849 18 .2 0 .7 l l.3

食 肉 処 理 業 6 47 6 5 3 282 36 318 4 1 2 3 64 14 .5 63 .9 20 .1

食 肉 販 売 業 6 467 313 78 0 2 .802 1 .878 4 .6S 0 607 55 3 1 .160 2 1.7 29 .4 24 .8

食 肉 製 品 製 造 業 6 7 2 9 42 12 54 70 2 0 90 166 .7 166 .7 166 .7

乳 酸 菌 飲 料 製 造 業 6 2 2 4 12 12 24 38 10 48 316 .7 8 3 .3 200 .0

食 用 油 脂 製 造 業 6 1 3 .4 6 18 24 1 1 2 16 .7 5 .6 8 .3

マ ー ガ リ ン ま た は

シ iZ ー トニ ソ グ製 造 業
6

み そ 製 造 業 D 10 10 20 6 0 60 12 0 22 2 6 48 36 .7 43 .3 40 .0

書 抽 製 造 業 6 9 13 22 5 4 78 13 2 :i 25 46 38 .9 32 .1 34 .8

ソ 一 .ス 顛 製 造 業 b 6 2 8 3 6 12 48 ll 3 14 30 .6 25 .0 29 .2

酒 類 製 造 業 6 2 2 4 12 12 24 7 0 7 58 .3 0 29 .2

豆 腐 製 造 業 6 36 2 5 61 2 16 150 366 63 57 120 29 .2 38 .0 32 .8

納 豆 製 造 業 6 1 2 3 6 12 18 1 2 3 16 .7 16 .r 16 .7

め ん 類 製 造 業 6 25 ll 36 15 0 66 2 16 39 10 4 9 26 .0 15 .2 2 2 .7

そ う ぎ い 製 造 業 6 59 67 126 354 402 756 80 113 193 22 .6 28 .1 2 5 .5

添 加 物 (法 第 7 粂 第 1

頭 の規 定 に J= り規 格 が
定 め ら れ た も の に

限 る ) 製 造 業

6 7 4 ll 42 24 66 12 3 15 28 .6 12 .5 2 2 .7

清 掃 飲 料 水 製 造 業 4 10 8

4

9

3 .40 1

18

5

14

40 32

8

18

72 43 17

3

4

5 ,564

3

4 ′911

6 0

3

6

17 ,0 14

107 .5 53 .1 8 3 .3

氷 雪 製 造 業 2 1 0 10 0

2

11 ′4 50

0 37 .5 3 0 .0

氷 雪 販 売 業 2

12

5 10 28 2 0 .0 22 .2 2 1 .4

計 7 ,973 ll .3 74 S 3 .470 33 .16 0 1 16 .630 13 一7 16 .8 14 .6

給 食 施 設 3 14 169 4 83 3,768 2 ,02 8 3 .796 57 6 0 1 .5 0 .0 1 .0

也
許 可 を 要 し な い
食 品 製 造 . 販 売 2

2 .3 19 2 .447 4 ,7 66 4 ,638 4 ′8 94 9 ,532 4 .3 09 9 ,22 0 92 .9 100 .3 9 6 .7

m
許可を要 しない器具、窄器、

お も ち ゃ 製 造 . 販 売
1 8 24 32 8 2 4 32 0 0 0 0 0 0

態 !t 2 ,6 41 2 .640 5 ,28 1 8 .414 6 ,94 6 15 ,360 4 .3 66 4 .914 9 .28 0 5 1 .9 70 .7 6 0 .4

合 計 10 ,6 14 6 .04 1 16 ,6 55 9 1.884 40 ,10 6 13 1,990 15 .8 16 10 .478 26 .29 4 17 .2 26 .1 19 .9
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イ　熊本市市場食品衛生監視所

昭和47年10月、熊本地方卸売市場(田崎市場)に流通する食品の科学的、効率的な監視を目的として発足・

場内250施設の食品営業関係施設の指導並びに魚介類等の水銀検査、腸炎ビブリオ菌検査等各種の試験検査

を実施している.

所在地　　田崎町380番地　市場会館5階

配置人員　　西保健所衛生課職員2名

午

区分

6 2 元 2 3 4

検 体数
延 項

目 数
検体数

延 項
目 数

検体数
延 項
目 数

検体数
延 項
目 数

検体数
延 項
目 数

化 学 検 査 95 9 5 10 1 10 1 157 157 137 137 115 1 15

細 菌 検 査 346 634 197 3 11 7 9 79 30 30 58 58

計 441 729 298 412 23 6 236 167 167 173 173
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( 3 )環境衛生関係営業施設等の監視指導状況

(平成4年度)

区分

業種
内 . 容 熊 本 保 健所 西 保 健 所 計

営

莱

六

紘

理 容 所

施 設 数 5 15 272 787

監 視 回数 (近 ) 249 299 548

監 視 率 (% ) 48 .3 109 .9 69 .6

美 容 所

施 設 数 844 358 1 ′202

監 視 回数 (近 ) 326 198 524

監 視 率 (% ) 38 .6 55 .3 43 .6

ク T) l ニ ソ グ 所

施 設 数 590 302 892

監 視 回数 (近 ) 白6 1 119 480

監 視 率 (% ) 61 .2 39 .4 53 .8

興 行 場

施 設 数 24 3 27

監 視 回 数 (近 ) 33 2 35

監 視 率 Cーo) 137 .5 66 .7 129 .6

旅 館

施 設 数 177 136 313

監 視 回 数 (延 ) 113 96 209

監 視 率 (% ) 63 .8 70 .6 66 .8

公 衆 浴 場

施 設 数 118 53 171

監 視 回 数 (近 ) 182 58 240

監 視 率 (% ) 154 .2 109 .4 140 .4

汁
施 設 数 2 ′268 1 ′124 3 ′392

監 視 回 数 (延 ) 1 ,264 772 2 ,036

そ

の

他

般

環

境

衛

坐

温 泉
施 設 数 4 19 23

監 視 回 数 (近 ) .3 21 24

化 製 場 等
施 設 数 19 5 .24

監 視 回 数 (延 ) 20 3 23

墓 地 . 納 骨 堂

:K m *

施 設 数 651 8 39 1,490

監 視 回 数 (近 ) 10 4 14

ビル 管 理 法 に よる

特 定 建 築 物

施 設 数 108 49 157

監 視 回 数 (近 ) 17 27 44

ビル 管 理 法 に よる

登 録 営 業 所

施 設 数 61 31 92

監 視 回 数 (近 ) 16 8 24

遊 泳 場

施 設 数 17 ll 28

監 視 回 数 (延 ) 55 120 175
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(4)熊本市ホテル等建築審査会

昭和50年に「熊本市モーテル類似旅館建築審査会条例」が制定され審査会を設置し行政指導によって建築の

規制を行ってきたが、行政指導の限界の指摘と立法化が求められ、平成元年4月1日「熊本市ラブホテル建築

規制に関する条例」が公布施行された.本条例は、 『熊本市環境基本条例』の理念を具体化した実践条例であ

り、ラブホテル特有の外観、構造の建築を立地規制し、市民の快適で良好な生活環境の実現と青少年の健全育

成を図るものである。

目　　　的

委員構成

任　　　期

報　　　酬

審議の状況

(5)環境衛生事業所

ア　施　　設

所　在　地

機　　　構

敷地面積

建物面積

建設年月

総　工　費

人　　　員

業務内容

ホテル等の建鄭こ関する重要事項を調査審議する

10人以内

○市議会議員　　○学識経験者　　○関係行政機関の職員　　○市職負

2年

日額10,000円

忘 ミミ
63 元 2 3 4

開催回数 4 2 3 3 2

諮問件数 2 2 1 1 1

(注) 63年度まではモ-テル類似旅館建築審査会分

平成1丁目16番18号

保健衛生局衛生部衛生課所属

l ,620nf

786. 62rd

昭和60年3月(竣工)

97,435千円

18人

ねずみ・こん虫等の駆除

衛生害虫等の相談・指導

伝染病愚老の家屋等の消毒

あき地等の雑草除去の指導

イ　ねずみ・こん虫等駆除状況 (平成4年度)

し ん 虫 等 -ね ず み

-駆除薬量 .駆 除 箇 所 下 水 滞 貯水槽水溜 革 地 塵芥集積所 肥 料 溜 草 原

20 ′765 カ所 1′80 1,58 1irt 12 ,840 ni 159 ,380 n子 l,250 n子 -
233 ,770 n子 3 .4 1kg

ウ　除草指導

苦情処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成4年度)

指 導 し た 雑 草 地 草 刈 り 実 績

2 11カ所 136 ,066 irf 205カ所 13 1,167 nf

パトロールによる指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成4年度)

指 導 し た 雑 草 地 草 刈 り 実 績

423カ所 251,538 ni 4 14カ所 238 ,206 ni

エ　草刈り機具貸出状況　　　　　　(平成4年度)

貸 付 箇 所 貸 付 台 数 除 草 面 積

5 29 カ所 555 台 30 1.44 1ni
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(6)市営墓地及び霊堂

ア　墓地貸付状況

蓋 地 名 総 面 積
( rf )

平 成 3 年 度 ま で の 貸 付 状 況 平 成 4 年 度 の 貸 付 状 況 貸 付 状 況 (累 計)

件 数 面 積 (irf ) 件 数 面 積 (d ) 件 数 面 績 (rrf )

花 園 基 地 28 ,05 7 1 ′9 11 12 ,70 9 .63 9 . 53 .3 1 .9 09 1 2 ′70 8 . 17

小 峰 基 地 28 ,6 17 1 ,90 8 l l ,68 2 .73 6 26 .4 1 ′9 1 1 1 1 ′69 2 .2 3

立 田 山 基 地 37 ,92 9 1 ,53 1 10 ′43 7 .8 7 7 28 .1 1 ′5 34 1 0 ,44 3 .7 2

城 山 墓 園 54 ,74 7 93 3 6 ,3 16 .3 5 1 0 47 .4 9 42 6 ,35 7 .5 5

清 水 墓 園 20 .89 7 1 ,5 16 8 ,65 9 .36 8 35 .8 1 ′5 19 8 ′67 1 . 16

桃 尾 墓 園 136 ,69 0 5 ,16 9 25 ,95 0 .3 0 18 0 9 04 .0 5 ,3 38 2 6 ′7 9 5 .3 0

浦 山 墓 園 26 ,40 7 1 ,25 0 8 ′0 17 .06 4 13 .3 1 2 52 8 ′0 11 .3 6

汁 3 33 ,34 4 1 4 ,2 18 83 ,77 3 .25 2 2 4 1 ′108 .3 14 ,4 05 8 4 ,67 9 .4 9

(注)平成.,年度までの貸付状況と平成J.年度分の貸付状況の合計が累計と一致しないのは廃止分があるためである.

イ　桃尾霊堂

所　在　地　　戸島町　桃尾墓園内

敷地面積　　2,000汀至

建設概要　　本　体　　鉄筋コンクリート平家建　5QOir号

納骨堂　　家族納骨壇　400壇、短期納骨壇　400壇

管理棟　　鉄筋コンクリート平家建　29.81rrf

(事務所、休憩所、便所)

mm is.5n?

竣　　　工　　本体工事　　昭和56年3月

建　設　費　　昭和55年度152,380千円(設計委託料含む)

昭和57年度　　6,250千円(管理棟、舎利塔)

ウ　使用料

(平元.ll. 1施行)

種 別 使 用 料

草 生 墓 地 1 区 画 300 ′000円

般 . 墓 地 1 平方 メ⊥ トルにつ き 60 ,000円

(昭56.5.1施行)

桃 尾 霊 堂 期 間 倭 .用 料

家 族 納 骨 壇 10 年 200 ′000 円

短 期 . 納 骨 壇 1 5 ,000
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(7)斎　　　場

ア　施　　設

名　　称　　熊本市斎場

所在地　　戸島町796番地

敷地面横　Il.OOOrrf

建物面積　斎場　増改築後の両横l,540i讃　管理人住宅99.46n子

建設年月　　昭和47年12月、増改築年月　昭和62年12月

構　造　斎場　鉄筋コンクリート平家建　管理人住宅　木造平家建(2棟)

建設費　128,000千円(造園、管理人住宅2棟含む)

増改築費　131,190千円

炉　　数　　重油一般炉12基、再燃炉2基、汚物炉1基

型　　式　　太陽築炉(江口式)ロストル式12基

イ　利用状況

年 度

区分
63 元 2 3 4

大 人

市 内
3 ′072件 3 ,25 4件 3 ′199件 3 ,49 1件 3 ,731件

市 外 712 76 0 668 5 15 544

小 人
市 内 49 5 3 34 45 43

市 外 15 16 ll 9 7

死 産 児
市 内 283 26 7 3 18 294 300

市 外 168 149 146 130 113

そ の 他
市 内 458 567 307 52 1 299

Tfj 外 46 42 53 57 42

合 計

市 内 3 ,862 4 ,141 3,8 58 4,35 1 4 ,373

HI 斗 941 967 8 78 7 11 706

ウ　火葬場使用料

(昭59.4.1施行)

区 分 蝣1 市 内 市 外 - 備 考

火

w

場

の

使

用

大 人
3 ,0 0 0 円 1 8 ,0 0 0 円

○ 汚 物 は 1 個 8 ,0 0 0 c涌

以 内 の も の

○ 式 場 の 使 用 料 は 1 回

3 時 間 以 内

小 人 2 ,0 0 0 1 5 ,0 0 0

死 産 児 1 .0 0 0 l l ,0 0 0

改 葬 に よ る 人 骨 8 5 0 8 ,0 0 0

産 汚 物 類 5 0 0 4 ,0 0 0

式 場 の 使 用 3 ,0 0 0 18 ′0 0 0
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(8)飼い犬及び野犬対策

狂犬病予防法及び動物の保護管理に関する法律にもとづき、狂犬病の発生とそのまん延を防止し、これを撲

滅し公衆衛生の向上、福祉の増進を目的として、動物の虐待の防止、動物の適正な取扱い、その他動物の保護、

生命尊重、動物の管理に関する事項を定めて動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害を防止するもの

Mtt

ア　施　　設

名　　　称　　動物管理センター

所　在　地　　小山町451番地

敷地面積　10,630.86irf

建物面積　　　707.43d

管理事務所　　　　246ni

収容施設　　　315.43ni

車　　　庫　　　　78Id

管理人住宅　　　　41汀至

収　納　庫　　　　27rf

建　設　費　　20,925千円

改　築　費　150,396千円

建設年月日　　昭和45年5月21日

改築年月日　　昭和58年3月31日及び昭和61年10月31日

焼　却　炉　　2基　　5.25rrfX2

イ　犬の登録・予防注射・捕獲処分状況

I・・

年 度

登 録 注 射 捕 獲 薬 器

事 務 所

引 取

焼 却

依 媒
計

返 還

9 t ォ

実 験 用

払 い 出 し
処 分 避 妊 去 勢 攻 傷

6 3 10 ,8 5 6 10 ,6 5 1 1 ,34 8 9 2 1,2 42 1 ,76 3 4 ′44 5 3 11 4 54 3 ′6 80 0 0 . 4 4

元 1 1 ′8 4 1 ll ,6 48 1 ,3 02 8 3 1 ,14 1 1 ,66 3 4 . 18 9 2 3 9 3 2 6 3 ,6 24 0 0 4 7

2 14 ,11 2 13 ,9 42 1 ,27 1 10 3 8 77 1 ,67 3 3 ,92 4 18 7 3 11 3 ,4 26 0 0 4 2

3 14 ,98 3 ⊥4 ,7 88 1 ,4 09 8 8 1 ,005 1 ′8 76 ,,37 8 19 3 2 8 1 3 ,9 04 0 0 5 2

4 15 ,92 7 15 ,7 17 1 ,2 64 12 5 8 47 1 ,7 86 4 ′02 2 18 5 2 5 3 3 ,5 84 0 0 4 1
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4　環　境　保　全

(り　概要

今日の環境問題は、水質汚濁、騒音、大気汚染といった身近な生活環境の問題からオゾソ層の破壊、地球

温暖化現象、酸性雨、砂漠化、熱帯雨林の減少等地球規模の環境問題に至るまで複雑多様化してきている.

それは、人々の日々の営みが環境に対して過度の負担をかけていることに原因があるので、市民一人ひと

りが環境問題を自分自身のこととして考え、環境に配慮した行動をとることが不可欠である。本市において

も、これまでの施策は公害対策、線化推進など個別に行われてきたが、このような環境問題の多様化に伴い、

新たな視点にたった総合的かつ計画的環境行政の推進が必要となってきた.そこで、環境基本条例に基づき、

平成4年度未に策定した環境総合計画により、さらに積極的できめ細かな施策を展開することにしている。

(2)環境基本条例の制定

昭和63年に、議会の全会一致の賛成のもと、総合的な環境行政の基本となる「熊本市環境基本条例」を全

国に先駆け制定した.現在、地下水保全、都市景観などの実践条例を制定し基本条例の理念の達成に取り観

んでいる。

(3)環境審議会(昭和64年l月7日発足)

目　　的　市長の諮問に応じ、良好な環境の確保に関する基本的事項を調査審議する。

委　　員16人

開催回数　平成4年度2回(諮問件数1件)

(4)環境総合計画基本構想の策定

環鄭こやさしい魅力ある都市づくりを推進するための基本的な考え方と方向性について平成2年度に策定

mm

都市づくりの目標として、次の5つの施策の大網を設定した。

・安全で快適にすごせる生活環境

・生態系が息づく自然環境

・個性豊かな魅力ある歴史的文化的環境

・環境にやさしい社会システム

・環境への思いやりあふれる生活様式

(5)環境総合計画の策定

環境総合計画基本構想を受けて、本市の良好な環境の維持形成を図るための基本的かつ総合的な計画を平

成4年度末に策定した。本計画は、都市を環境面から幅広く総合的に捉え、望ましい環境づくりの指針とな

るものである。

本計画に基づき、良好な環境の維持形成に向け、具体的な施策や事業に取り観んでいく。

ア　市民環境保全行動指針

市民が日常生活において環境に配虜すべき事項を指針として示し、市民の理解の下に周知徹庭を図る。

イ　環境事前配慮指針

施策、事業を行うにあたっての環境-の事前に配慮すべき事項を指針として示し、これに基づき適切な

指導を行っていく。

ウ　環境情報処理システムの整備

環境に関する多方面にわたる情報を体系的に収集管理し、地図情報等として提供できるシステムを整備

する。

(6)環境啓発活動

広く市民を対象として、環境保全に対する意識の啓発を図り、さらには実践行動を捉すことを目的とする.

ア　環境モニター制度(モニター数　56人　任期2年)
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イ　グリーンク1)-ンキャンペーン

・さわやかクリーン大作戦(昭和58年から開始)

ウ　くまもと環境フェアの開催

工　自然愛護事業

市民一人ひとりが自然にふれ親しみながら生態系の仕観みを理解し、自然のすばらしさを認鼓すること

により、自然を愛する心を育てることを目的とする。

・自然観察会

・水辺教室

・探鳥会

・野鳥パネル展

・野鳥生息調査

・有害鳥獣駆除

(7)資源のリサイクル推進

今日の大量生息大量消費、大量廃棄の社会システムを見直し、資源の再使用・再利用を進め、新たな資

源の投入をできるだけ押さえるような循環型社会を形成することが必要である.

このた軌資源の流れを構成している生産、流通、消費及び回収の各分野に対して役割、協力分担を方向

づけ、必要な情報の提供などを行っていく。

ア　再生資源集団回収助成事業

自治会、子供会などの住民団体に対して、回収した再生資源の畳に応じて1kgあたり3円の助成を行って
いる。

(平成4年度実蹟)

助成団体数　478団体

助成総額　　9,985,800円

イ　リサイクルインフォメーションくまもと

資源の有効利用の促進を目的として、平成3年7月から電話による不用品情報登録、紹介制度を設けている。

(平成4年度実額)

引き取り希望延べ登録数　　654件

捷供希望延べ登録数　　　　343件

取引成立数　　　　　　　191件

(8)環境紛争の処理

ア　環境紛争調整委員会・建築紛争専門部会

①　環境紛争調整委員会(昭和63年10月24日発足)

日　的　環境基本条例に基づき、良好な環境の確保に関する紛争の処理についてあっせん又は調停にあ

たる.

委　　員　6人(任期2年)

開催回数　平成4年度1回

②　建築紛争専門部会(平成2年8月1日発足)

目　的　良好な環境の確保に関する紛争の中で特に中高層建築物の建築に係わる紛争を対象として、

あっせん又は詞停にあたる。

委　　員　6人(任期2年)

開催回教　平成4年度2回

イ　建築紛争の取り組みの概要

中高層建築物に関する紛争処理は、建築指導課による行政指導、次に中高層建築物連絡会議(庁内関係15

課)による行政指導、さらに建築紛争専門部会によるあっせん又は調停により処理にあたる。
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5　公　害　防　止

公害対策において、工場・事業場の親制はもちろん近年、都市化の進展に起因する河川や地下水汚染、自動車

排ガス等の増加による大気汚染、生活騒音による近隣被害等、身近な都市生活型公害の増加が課題となっている・

これらの問題解決には環境保全の重要性を正しく認識し、市民一人ひとりの協力を得ながら、積極的な解決へ

の取り阻みを進める必要がある.

(1)大気汚染

環境基準達成状況

潤
定
局
項 目

評価有効 有 効
評 価 基 準

晶晶 葦 3 品 輩 4 品 輩

時 間 数 測 定
日 数

達成 状況 成状 況 成状況

市

役

所

局

二酸化

硫 黄
8 ,712 36 4

糟 草 原 轟 b泡 忠 言羊 を孟宗

と
C ) ○ ○

描 写 誓碧雲 猪 軍票娼 霊ミ蓮雛

て 0 .04ppmを超 えないこと

○ ○ C )

二 酸化

窒 素
8 .718 364

1 日平 均値 の年間98 % 僧 が 0.0 6m

以 下 であ ること

○ ○ ○

光化学
* -* -y
ダ ン′、ト

5 .4 14 3由 1 時 間値が 0 .06ppm以 下 である こと × × ×

浮 J 遊

粒子状

物 質

8 ,625 359

圭官 軍環払 呂?監 袈 群 青 宗

るこ と
- >く >く

孟 照 覧 多窯 蓋讐葱鱒
- × ×

東

部

保

健

也

ソ

メ

一

局

二酸化

硫 黄
8 ,72 1 365

糟 翠 風 轟 b洩 監 古手 を遺品

と
× × ○

1.日平均値の 2 % 除 外値 が 0 .04ppn
以 下 で、かつ 1 日平均値が連続 し
て 0 .04pm を 超 えない こと

○ ○ ○

二二酸 化

S 9 ?
8 .155 339

1 日平 均値 の年間 98% 値 が 0 .06ppm

以下 であること

○ ○ (⊃

光化学
オキ シ′
ダニ/ ト

4 .939 339 1 時 間値 が0 .06ppm以下 であること × 〉く ×

浮 遊

粒子状

物 質

8 .535 357

糟 撃漂 払 呂?離 拓 E謬 芸?

る こと
× × ×.

壷 を照 覧 蓋 ;% 豊 窯 轡 撃
× × ○

古

町

小

学

校

局

二酸 化

∃托 黄
8 ′708 364

糟 翠 爵 孟洗 惣 監 fc tT t f* 品

と
○ × ○

描 写警碧雲 至普準急悪霊造 鎧:PPH1

て0 .04ppm を超 えない こと

○ ○ ○

二酸化

窒 素
8 ,712 364

1 日平 均値 の年 間98% 値 が 0 .06pm

以下 である こと
. ○ ○ ○

光化学
オキシ′
ダン′ト

5 .418 365 1 時 間値 が0 .06pun以下 である こと × × ×

& &

粒 子状

物 質

8 ,594 358

糟 軍 票払 30mg/ nffeUT T?* ^.lmg/ n ifcT F T?*

る こ と
- × ×

1 日平均値の 2 % 除 外債が O .lOmg
孟 豊 吉 品Lgク 宗主晶芸若で誓 曹 - >く ○

(注)環境基準達成状況: ○達成　×未達成
光化学オキシダソトの評価対象時間は昼間(5時～20時)である
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ばい煙発生施設届出件数
(平成4年度)

大気汚染

防止法

事 業 場 C28 1) 工 場 (80)

設 置 (使 用) 構造等変 更 使用廃止 氏名等変更 承 継 施設数 施設数

14 2 10 13 2 447 157

熊 本 県

公害防 止
条 例

事 業 場 (308) 工 場 (54

設 置 (使 用 ) 構 造等変更 使用廃止 氏名等変更 承 継 施設数 施設数

13 0 5 9 0 424 77

降下はいじん量の経年推移いソ/細/月)

地区

成 分

年度

市 役 所 城南中学校 東部保健セ ンター 全 市 平 均

I S T I S T I S T 1 S T

63 2 .41 1 .70 4 .ll 2 .38 2.03 4 .4 1 0 .9 2 1.53 2 .45 1 .90 1 .75 3 .65

元 2 .56 1 .78 4 .34 3 .6 5 1.85 5 .50 3 .79 1.55 5 .34 3 .33 1 .73 5 .06

2 2 .07 1.85 3 .92 0 .98 1.54 2 .52 0 .98 1.36 2 .34 1 .34 1 .58 2 .92

3 16 .29 2 .05 18 .34 5 .17 1.84 7 .01 49 .09 1 .38 50 .47 30 .06 1 .8 0 31 .85

4 17 .70 2 .11 19 .8 1 13 .37 1 .48 14 .85 9 .73 1 .44 11 .17 13 .60 1 .68 15 .28

(注)　工--不溶解成分　S--溶解成分　で---降下ばいじん総量
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(2)水　　　質

(平成4年度)

調 査 項 目

P H D O B O D S S

採 水 回数(芸素イ オ孟 )
(S # ョ 5S )

(志 芸芸芸 = )
(浮 遊物質 )

水城名 地 点 名 平均値 (最小～最大)

平均値 (別 、脇 75 % 億 (別 、脇 平均値 (ft 'J、瑠 ㌶

白 川 吉 原 橋 7 .5 C 7 .2 ~ 7 .8 ) 8 .9 C 7 .6~ 10 ) 2 .6 C 1 .4 ~ 9 .7 ) 1 0 ( 4 ~ 3 0 ) 12

加 勢 川

I S ffl 7 .5 C 7 .3 ~ 7 .9) 5 .8 C 3 .3~ 8 .0 ) 7 .5 ( 2 .6 ~ 1 3 ) 3 (く 7 ) 12

加 勢 橋 7 .2 C 7 .0 ~ 7 .5) 7 .2 C 6 .5~ 8 .0 ) 1 .8 C 0 .7 ~ 7 .0) 3 (く1 - 10 3 12

健 軍 川 7 .3 ( 7 .0 ~ 7 .4) 8 .0 C 6 .9 ~ 9 .4 ) 1 .8 Cく0 .5 - 7 .7) 2 (く 5 ) 12

江 津斉藤 橋 7 .3 C 7 .2 ~ 7 .5) 8 .0 C 7 .0 - l l ) 1 .3 Cく0 .5~ 5 .0 ) 7 ( 3 ~ 2 5 ) 12

秋 津 桶 7 .8 C 7 .3 ~ 8 .8) 9 .9 C 6 .9 ~ 16 ) 4 .K 0 .7~ 8 .5 ) 12 ( 4 ~ 1 8 ) 12

酉 無 田 橋 7 .4 C 7 .2 ~ 7 .6 ) 7 .9 C 5 .6 ~ 9 .1) 1 .8 C 0 .7~ 5 .4 ) 9 ( 4 ~ 14 ) 1 2

坪 井川

坪 井合流前 7 .7 C 7 .3 ~ 7 .8 ) 7 .8 ( 6 .5 ~ 9 .9) ll ( 3 .2 ~ 17 ) 25 ( 6 ~ 7 9 ) 3 6

堀 川合流前 8 .K 7 .5 ~ 8 .6 ) 9 .3 C 6 .8 ~ 12 ) 2 .3 C 1 .3 - 3 .7 ) 3 ( 1 - 6 ) 3 6

打 越 橋 . 7 .6 C 7 .4へ′ 1.0) 6 .7 C 3 .9~ 8 .7) 4 .9 ( 2 .6 ~ 10 ) ll ( 2 ~ 3 0 ) 12

行 幸 輸 7 .5 C 7 .3 ~ 7 .9) 6 .2 C 3 .6~ 8 .4 ) 5 .7 C 1 .8 - 7 .3) 14 ( 4 - 33 ) 12

城 山上代橋 7 .6 ( 7 .4 ~ 7 .8) 6 .9 C 4 .8 ~ 9 .7 ) 5 .2 C 1 .9 ~ 6 .4) ll ( 5 ~ 26 ) 3 6

千 金 甲 橋 7 .5 C 7 .3 ~ 7 .8) 5 .3 C 3 .3 - 7 .3 ) 4 .9 C 2 .6~ 8 .0 ) 2 5 ( 8 ~ 48 ) 12

井 芹川

山 王 橋 7 .9 C 7 .6 ~ 8 .3) 9 .4 C 7 .3′-12 ) 3 .8 ( 1 .7~ 7 .0 ) 4 ( 2 36

段 山 橋 7 .9 C 7 .6 ~ 8 .3 ) 9 .5 ( 7 .8 - 12 ) 6 .3 C 2 .6~ 10 ) ( 3 ~ 12 ) 1 2

尾 崎 棉 7 .7 C 7 .5 ~ 8 .1) 7 .7 C 6 .2 ~ 9 .1) 6 .2 ( 3 .7∵ 8 .8 ) 15 ( 4 ~ 3 7 ) 3 6

農 業

用水路

- の 井 手 7 .9 C 7 .8 - 8 .0) 9 .4 C 7 .8 - ll ) ー C 2 .8 - 6 .0) 8 ( 3 ~ 12 ) 2

二 の 井 手 8 .0 C 7 .8 ~ 8 .1) 8 .5 C 7 .8 - 9 . 1) - ( 1 .9 - 3 .0) 10 ( 2 ~ 18 ) 2

三 の 井 手 8 .0 ( 7 .8 ~ 8 .2) 8 .2 ( 7 .6~ 8 .8 ) - ( 1 .4 - 1 .7) 13 ( 11 へ′15 ) 2

天明新川

六 双 橋 7 .4 C 7 .2 ~ 7 .6) 5 .K 3 .9 ~ 6 .3 ) 6 .2 C 2 .5 ~ 7 .2) 17 ( 8 - 26 ) ? 6

轟 楠 7 .3 ( 7 .1~ 7 .4) 4 .0 ( 3 .8 4 .2 ) - ( 2 .1~ 2 .8) 12 ( 11 ~ 12 ) 2

(注) 75%値とは、日間平均値を小さい順にならべ、例えばデータ数が12個あったときは9番目の値を示す・
環境基準を評価する値として用いる。

水軍汚濁防止法に基づく届出件数　　　　　　　　　　　　　　　　(平成4年度)

設 置 使 用 構造等変更 氏名等変更 廃 止 特定事業場数
規 制 対 象

特定事業場数

16 0 18 15 6 67 1
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(3)騒　　　音

特定施設届出件数
(平成4年度)

届 出の 区分

汰 . 条例 -
設 置 使 用 数等変更

氏 名 等

変 更
使 用全廃 * *

X *

事 業 場数
施 設 数

騒 音 規 制 汝 17 0 3 10 1 1 8 16 3 .42 6

熊 本県公害 防止条例 48 0 5 . 33 3 3 2 ,3 13 l l ,64 4

合 計 65 0 8 4畠 4 4,1 3 ,12 9 15 ,07 0

特定建設作業実施届出件数

年 度
63 2 3 4

特定建設作業の種類 フ6

騒基
音づ
規 く
制届
法 出

に

杭 打 機 . 杭 抜 機 を 使 用 す る 作 業 58 52 6 0 26 40

び よ う 打 機 を 使 用 す る 作 業 0 0 0 0 0

さ く 岩 機 を 使 用 す る 作 業 129 53 14 1 107 92

空 気 圧 縮 機 .を 使 用 す る 作 業 9 13 17 3 2

コ ン ク 1) - トプ ラ ン ト又 は ア ス フ

ァル トプ ラ ン トを設 け て、行 う作 業
0 0 0 0 0

振基
動づ
挽 く
制届
法出

に

杭 打 機 . 杭 抜 機 を 使 用 す る作 業 78 84 113 51 55

鋼 球 を . 使 用 す る 作 業 0 0 0 0 0

舗 装 版 破 砕 機 を 使 用 す る 作 業 0 0 0 0 0

ブ レ ー カ ー を 使 用 す る 作 業 65 56 67 66 68

県基

粂づ
例 く

. に届

. 出

コソクリI トカツタI を使用す る作業 8 4 15 6 1

掘 削 機 械 を 使 用 す る 作 業 456 362 355 273 294

鋼 球 を 使 用 す る 作 業 0 0 0 0 0

合 計 803 624 768 532 552

(4)振　　　動

特定施設届出件数 (平成4年度)

届 出の区分

汰
設 置 使 用 数等変更

氏 名 等

変 更
使用全廃 承 継

x m

事業場数
施 設 数

振 動 規 制 法 6 0 1 4 0 0 264 1 ,109
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(5)苦情地理件数

年 度

凝 別
63 元 2 3 4

大 気 汚 染 37 33 35 41 37

水 質 汚 濁 19 34 29 34 34

騒 音 72 88 95 82 63

振 動 8 ll 7 13 5

悪 臭 42 26 43 47 41

そ の 他 20 ll ll 8 13

計 198 !03 220 225 193

(6)公害防止事前指導

公害防止事前指導は、工場等の建築確認が申請された段階で、将来予知される公害問題を検討し、抜本的な

公害防止対策が辞ぜられることを目的として、昭和47年12月より指導を始めた。

年 度 63 元 2 3 4

指 導 件 数 1 ′026 1 ′055 1 ,060 942 916

(7)公害対策審議会

目　　的　公害対策に関する基本的事項、その他市長が必要と認める事項について市長の諮問に応じ、調査

審議する。また、公害対策に関し、意見を述べる.

委員構成15人以内

○　学識経験を有する老

○　市議会議員

○　関係行政機関の職員

任　　期　2年

報　　酬　日額10,000円
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6　緑化推進(森の都作戦)

(1)概　　　況

健康で択適な生活環境づくりを目的とした線化運動「森の都作戦」は、市議会における「森の都宣言」 (昭和

47年10月2日)以来、着々とその成果をあげている。

この作戦は、市民の関心と理解を得て急速に進展しつつあるが、さらに平成元年6月1日制定した「熊本市

緑地の保全及び線化の推進に関する条例」に基づき、 20年、 30年後の線につつまれた潤いのある郷土の姿を措

きながら精力的に線化を進め、線と水に輝く森の都の再現をめざしている。

(2)緑化推進体系

保存樹木管理

公共樹木管理

公共樹木保全

立田　山保全

金峰山管理

自然環境保全

線

　

の

　

3

　

本

　

柱

公共地線化

民有地線化

みどりの日記念植樹

線化啓発括動

ふれあいの森林活動
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保存樹木指定

保存樹木の管理補助

市施設等害虫駆除

衝路樹の管理

樹木の保護養成

立田山生活環境保全林買収

立田山生活環境保全林管理

くまもと自然休養林金峰山地区

保護管理協議会への援助

開発行為に伴う緑地保全

環境保護地区指定

ふるさとの森基金

アメニティの再生

学校線化

街路線化

市施設線化

花いっぱい作戦

圃場首木育成

家庭緑化

工場緑化

新築、誕生記念樹配布

ツタ苗配布

線化協定に伴う樹木配布

生垣設置奨励

工場・事業所への樹木配布

みどりの日を記念した植樹祭

生け垣コンクール

壁面線化コンクール

森の都推進会議

生垣設置奨励

街路樹愛護会

森林学習館の活用



(3)事業実施状況
(平成4年度)

事 業 名 事 業 概 要 金 額

公 共 樹 木 保 全 保存圃木の指定及び管理、公共樹 木の育成 管理

千 円

8 1,170

立 田 . 山 保 全
立 田山生活環境保全林の買入れ、整備、立田山憩の森 の下

255 ,37 1
草刈 り、施肥、除草等管理

金 峰 山 管 理

「くまもと自然休養林金峰山地区保護管 理協議会」 に対 す
1,950

る経費負担

自 然 環 境 保 全

自然保護審議会の開催、環境保護地区指定候補地の精 密調

127,869査、開発行為の事前協議、ふ るさとの森 基金の積 立て、ホ

タルの.衝づ くりの推進、坪井川錦鯉放流

公

共

也

縁

学 校 線 化 新設校 . 未整備校の植栽等 66,060

街 路 緑 化 嘩路樹植栽及び植樹桝設置 12,672

市 施 設 線 化 新築施設、未整備施設の植栽等 60,7 17

花 いっぱ い作戦
地域 . 学校 . 市施設等に花苗の配布 (ポ ーチ ユラカ . パ ン

51′668

化 ジー)、花壇及び フラワーポ ットの設置、草花植栽 管理

圃 場 苗 木 管 理 蓮 台寺圃場ほか 3 カ所の苗木育成 . 管理 82 1

家 庭 線 化
生垣設置奨励補助、 ツタ首配布、線化協定区域内の樹 木配

2,647
布

工 場 線 化 工場 . 事業所等への樹木配布 2,177

緑 化 基 本 計 画 策 定 線化推進基本計画を策定 6,90 1

「み ど り の 日 」
「み ど りの 日」を記念 して植 樹祭 を実施 (会場 飽田公園

14,268
記 念 植 樹

グラウン ド)

線 化 啓 発

市民運動に よる地域環境線 化活動の促進 、学校 環境線 化 コ

9,950

ソクールの実施、街路樹愛護会の育成、立田山線 に親 しむ

つ どいの実施、森の都推進 会議の開催、線 の羽根 募金運 動

の促進、生垣 コンクールの実施ほか

ふれ あいの森林管理 「ふれ あいの森林」 の施設管理 4,8 19

計 6 99,060
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7　地下水保全対策

(り地下水保全の取り組み状況

ア　概要

本市は、昔から清例な地下水に恵まれ今日も上水道をはじめ、工業用水、都市活動用水、農業用水等撞々の

用途に地下水を利用している。

しかし、都市化の進展や生活様式の多様化等た伴い、地下水を取り巻く環境は年々厳しくなっている。

そこで、この貴重な地下水を後世まで守り伝えていくために、市議会で「地下水保全都市宣言」が決議(昭

和51年3月)され、その後「熊本市地下水保全条例」を制定(昭和52年9月)、また同条例を一部改正(平成3

年3月)し、さらに地下水保全対策事業推進本部の設置(平成2年1月)など積極的に地下水保全に取り観み、

良質な地下水の安定的確保を目指している。

イ　地下水保全対策・

節水型社会の形成

○意識の啓発

広報冊子、啓発用ビデオ、市政だより、市政広報番艶の活用はもとより、 「水の週間」等の行事を通じて広

く市民に意識の啓発を行うとともに、市民団体との連携のもと、水環境保全の推進を図っている。

○水利用の節水合理化の推進

昭和63年度に家庭用水、都市活動用水の利用実態調査を行い、その結果をもとに節水合理化指導に努めて

いる.また、昭和63年度から28事業所を対象に第一次工業用水合理化指導を行い、その結果、合理化計画の

99.1% (節水合理化達成水量約7,300it?/日)を達成している.

巽の保全

○地下水汚染対策

昭和57年度環境庁が全国的に有機塩素化合物による地下水質調査を行い、昭和58年度から市独自で地下水

汚染実態調査や追跡調査を実施。現在も地下水汚染状況の把櫨を行っている.

この浄化のために、春竹地区で平成元年度より地下水汚染物質除去実験、高平台地区においては平成4年

度より「ガス抜き法」と「揚水処理法」の併用による本格浄化を実施している.

また、東野地区では平成3年度よりガソリン汚染浄化対策を実施するなど積極的に取り組んでいる。

さらに、工場・事業場の監視・指導を徹底し、地下水汚染の未然防止に努めている.

○地下水質監視体制の確立

地下水汚染の早期発見や地下水質の長期的変化を把逸するため、平成元年度から地下水質を長期的に測定

し、監視体制の確立を目指している。

量の保全

○地下水かん義の推進

水源かん養林の造成、人工かん養池による河川水の浸透モデル実験、市街地における透水性舗装等の設置

やビニール-ウス雨水浸透施設設置補助等により地下水かん養畳の増加に努めている。
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○地下水利用状況の把擾

地下水保全条例に基づき地下水の年間採取量を地区別・用途別について調査し、地下水の利用状況を把達

している。

○地下水位監視体制の確立

地下水の状況や変化を把握するため観測井を設置して、地下水位を継続的に観測し、監視体制の確立を目

指している。

財団法人熊本地下水基金

本市を含む16市町村における広域的な地下水保全対策を推進するため、平成3年3月26日に㈲熊本地下水

基金を設立し、水源かん養林の造成・整備に関する助成・確保や地下水かん蓑に関する助成等に取り魁んで

いる。今後、関係市町村との連携のもと、当財田の有効活用を図り、その事業推進に努める・

(2)地下水保全条例に基づく地下水採取状況(推計値)

年 度

用 途
6 2 6 3 元 2 3

上

水

道

用

# p * & l* l 7 0 7 0 7 0 9 7 97

- 日平 均 採 取 量 M 2 2 1′0 9 9 2 2 5 ′2 4 3 2 2 7 ,4 5 4 2 4 1 ,3 1 2 14 3 .8 0 2

年 間 採 取 量 w 8 0 ′92 2 ,2 00 8 2 ′2 13 ,6 6 7 8 3 ,0 2 0 ′7 3 8 8 8 ,0 7 8 ′8 5 6 8 9 ′2 3 1 ,5 8 0

顔
業

求
産
%
殖
用

# p * S (* l 1 ,4 26 1 ,3 6 4 1 ,3 3 7 1 ,6 3 6 1 .6 3 1

- 日平 均 採 取 量 (n? 4 5 ,3 6 9 4 4 ′9 6 1 4 5 ,0 2 8 7 1 ,5 3 3 6 7 ,8 1 4

年 間 採 取 量 W ) 1 6 ′6 0 5 ,0 4 3 1 6 ,4 1 0 ′8 4 7 1 6 ,4 3 5 ,3 6 4 2 6 , 10 9 ,6 3 0 2 4 ,8 1 9 ,9 6 3

コ二
莱

m
輿
物

家
磨
用
等

井 戸 本 数 ㈱ 1 ′3 5 3 1 ′3 1 1 1 ,24 3 1 ,2 9 0 1 ′2 6 9

- 日平 均 採 取 量 fa ) 8 7 ,5 4 9 8 3 ,18 0 77 ,9 66 7 8 ,3 0 2 7 9 ,8 0 7

年 間 採 取 量 M 3 2 ,0 4 3 ,1 0 5 3 0 ,3 6 0 ,8 0 2 2 8 ,4 5 7 ′6 47 2 8 ′5 8 0 ′0 8 2 2 9 ,2 0 9 ′3 6 0

令

計

# p * & l* l 2 ,8 4 9 2 ,7 4 5 2 ,6 5 0 3′0 23 2 ′9 9 7

- E]平 均採 取 量 (nil 3 5 4 ,0 17 3 5 3 ′3 8 4 3 5 0 ,4 48 39 1 ,1 47 39 1 ,4 4 2

年 間 採 取 量 (nD 12 9 ,5 7 0 ′3 4 8 1 2 8 ,9 8 5 ,3 1 6 1 2 7 ,9 1 3 ,7 4 9 1 4 2 ,7 68 ′5 68 1 43 ′26 0 ,9 0 3

(注 ) 平 成 2 年 度 以 降 は 合併 後 の数 値
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8　ご　み　処　理

省資源、省エネルギーが社会的要請となっているなかで、ごみ処理は「ごみ減量、リサイクル」へと転換が求

められている。これらに対応するため部の名称を生活環境事業部-変更するとともに減量美化推進課の新設や計

画部門を設け観識を強化したところである。

また、透明ごみ袋の導入や生ごみ堆肥化容器の普及に取り魁んでいる。

(1)収集及び処理量

7.収　集　量
(単位　七)

区 分 年 度 6 3 元 2 3 4

直

営

北 部

クリ【ソセ ソク ー
3 4 ,7 4 7 3 5 ′9 6 1 3 5 ′2 2 1 3 7 ′05 5 3 6 , 97 0

西 部

クリー ンセ ンタ ー
4 6 ,6 4 2 4 7 ,27 6 4 6 ,3 04 4 6 .5 6 0 45 .9 6 5

東 部

.クリー ソセソクー

3 9′3 9 7 4 2′17 1 4 2′3 8 9 4 2 .8 7 6 4 3 ,6 5 7

蓮 台 寺

ク リ- ソセンター
10 ,4 7 5 10 ,9 6 8 l l ,1 0 0 1 4 ,6 4 9 1 2 ′8 2 3

下 現 川 清 掃 詰 所 - I - 2 ′7 0 2 2 .7 6 3

委 託 収 集 10 ,9 1 4 l l ,8 5 7 1 2 ,6 0 6 2 1 ,2 4 4 2 0 ,4 9 4

許 可 業 者 6 7 ′7 2 9 7 5 ,3 5 6 '5 ,6 8 4 7 7 ,4 6 1 8 0′0 7 0

自 己 搬 入 3 5 ,5 0 2 4 0 ,2 8 5 4 5 .5 5 6 5 9 ′9 1 3 4 7 , 9 09

汁 2 4 5 ,4 0 6 2 6 3 ,8 7 4 2 6 8 ,8 6 0 3 02 ,46 0 2 90 , 6 5 1

1 日 平 均 収 集 量 6 7 2 7 2 3 7 3 7 8 2 6 7 9 6

1人 1 日当た り排出量( g ) 1 ,18 2 1 ,2 6 1 1 ′2 70 1 ,3 13 1 ,2 5 5

(注)　平成2年度以前のデータは、旧飽託4町を除く.

イ　処　理　量
(単位　七)

: 今 ＼ ㌍ 63 元 2 3 4

総 量 日平均 総 量 日平 均 総 量 日平均 総 量 日平 均 総 畳 日平均

焼

却

西部環 境工場
14 1′4 14

( 5 ,8 9 6)
4 03
14 1 ,034

( 6 ,196 )
40 3
14 1 , 119

( 5 ,4 40 )
4 0 2 145 ,33 5 3 97 152 ,16 6 4 17

東 部環 境工 場
6 7 ,45 5

( 6 5 7)
18 7
8 1 ,5 52

( 8 73 )
22 6
8 0 ,7 23

( 1′5 09 )
2 25 84 ,26 3 23 0 8 5 ,5 7 0 23 4

埋 立
3 0 .34 0

( 2 19)
8 4
3 4 .3 09

( 2 4 1
9 5
4 0 .06 6

( 32 9 )
11 1 65 ,9 19 18 0 4 5 ,0 9 2 12 4

再 資 源 化 6 ,19 7 17 6 ,9 79 19 6 ,95 2 19 6 ,94 3 19 7 ,8 23 2 1

計
2 45 ,4 06

( 6 ,7 22 )
69 1
26 3 ,8 74

( 7′3 10 )
7 43
2 68 ,86 0

( 7 ′27 8)
7 57 3 02 ,4 6 0 82 6 29 0 ,6 5 1 7 9 6

(注)　( )内は旧飽託3町分で外数。

(2)廃棄物地理手数料

種 別 取 扱 区 分 単 位 金 額

廃棄物
焼却又は埋立て 1 回の持込量

400円
のみ行 うとき 100kgにつき
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(3)保有車両と人員
(平5.5.1現在)

事 業 所 名
2 t

ダンプ事
バヅカー車 P l タT)∴車 ブルドーザ【等

灰 出

ダンプ車
予 備 事 運 転 士

技術吏員

作 業 員

北茄ク1) l ソ七ソクI
ノー A A .A【コ A蝪 A.lL口
口 蝪

17 蝪
8

4 24 39

西部ク1) - ソセソク- 25 3 4 27 42

東部ク!)- yセンタl 18 7 4 2 5 40

東 部 環 境 工 場 1 2 4 36

西 部 環 境 工 場 3 6 36

蓮 台 寺

クI) ーソセ ソクー

12

票聖 イ壷 1

惹空墓 ご毒 1
2 12 2 0

扇EEl環境 セソクー

ブルドーザー 3

コソバクター 1
ゴムクP l ラ 1
シ ョベル 1

散 水 車 1

バキ ューム 1

3 .5 t ダンプ1

5 5

北 部 総 合 支 所 4 5

河 内 総 合 支 所 シ ョベル 1 2

(注)　管理職、事務職は含まない

(4)再資源化推進事業

目　　　的　市民の自主的な有価物回収運動を促進し、さらに資源ごみの再資源化を績極的に推進する

ことにより、省資源対策をふまえたごみの減量、埋立地の延命、市民の省資源意識の向上

を期する.

収集回数　資源ごみ収集日、毎月2臥(ただし、北部、河内、飽田、天明の各総合支所の区域では、

収集回数が一部昇っている。)

住民搬出方法　袋または、ダソボール箱に入れ、収集日の朝から午前8時30分まで、町内の不燃物集積場

へ搬出する。

収集品　目　ガラス製・金属製の容器類、古新聞、古雑誌、ダンボール、古着など

(単位　t)

区 年 度 63 元 2 3 4

収 集 量 7 ,7 6 3 8 ′9 4 0. 9 , 5 4 5 9 ,8 9 6 1 0 ,4 0 4

再 資 源 化 量 6 ,1 9 7 6 ′9 7 9 6 , 9 5 2 6 , 9 4 3 7 ,8 23

委 託 料 (千 円) 8 7 ,0 0 0 9 0 ,6 4 0 9 0 ′6 4 0 1 0 7 ,8 7 1 13 0 ,6 04

(注)去:墓誌票ヒ雷慧孟童警完易孟芸冨詣富ま、玩去。代金を差し引いた塀を基礎として算定
した額
3.　収集量一再資源化量-選別残漣

(5)焼却施設

名 称

区 分
東 部 環 境 工 場 西 部 環 境 工 場

所 在 地 戸島町正玄塚2570番地 城山薬師町363番地

敷 地 面 積 80,616nf(工場敷地約34,000ォ?) 30,843ni

建 設 年 月 昭52. 3 昭54. 3 昭58. 3 昭61. 3

建 設 費 4′200,000千円 9,203′272千円

建 物 面 積 7 ,372ni (管理棟を含む) 14′477nf (管理棟を含む)

焼 却 処 理 能 力 300七/ 24時間 (150 t ×2基) 450 t / 24時間(225 t ×2基)

破 砕 処 理 能 力 50 t . 時間
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(6)余熱利用

東部環境工場

目　　的　東部環境工場の余熱を利用した浴室のある施設で地元住民をはじめ広く市民の健康保持と

福祉の増進に資する

名　　　称　　三山荘

所　在　地　　戸島町2573番地

経営主体　熊本市(管理運営は戸島地域環境保全協議会に委託)

開設年月日　　平成2年10月16日

構　　造　鉄筋コソクリート+鉄骨造、和風瓦葦平家建

敷地両横　　6,769n!

建物面積　992.63rf (浴室、大広間、トレーニング室、和室(茶室含む)、会議室

リラックスルーム)

建　設　費　　391,200千円

定　　員　大広間80人、浴室　男子・女子用各30人、会議室30人、和室(茶室含む) 20人

使　用　料　大人(高校生以上) 250円ただし、地元町内会に所属している者は無料

小人(中学生以下)無料

休　館　日　　毎週月曜日、 12月29日から翌年1月3日まで

開館時間　午前10時から午後4時30分まで.ただし、市長が必要と認めるときは開館時間を変更する

ことができる

西部環境工場

目　　的　西部環境工場の余熱を利用して発電を行い、工場内の電力をまかなうoまた一部でハウス

園芸施設への温水を供給する

発電設備　復水式蒸気タービン　定格出力　3,000kw

(ハウス園芸施設への温水供給)

利　用　者

施設面積

加温方式

栽培品目

温室内容

(7)埋立処分地

名　　　称

所　在　地

敷地面横

埋立面横

埋立容量

処分開始

工事期間

建　設　費

西部環境工場温水利用温室組合と小島上町花き団地

(農地面積)　約19,000nf

温水フィンチューブ方式(so℃ -100℃)

ピーマンと花き狭

アクリル温室とガラス温室

扇田環境センタ一

貫町1567番地

124,660ni

91 ,600rrt

l,580,000rri

昭和59年5月

昭和56年2月～昭和59年3月

3,300,000千円
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9　し　尿　処　理

本市のし尿収集(便槽くみ取りと浄化槽清掃)は全市域を小学校区毎に地区割し、全て許可業者(6社1協業

風合、車両51台)が行っている。

便槽は各戸毎に月1回以上くみ取りしており、浄化槽は月1回の保守点検と年1回以上の清掃を行うよう指

導している。一方、公共用水域保全の一環として公共下水道認可区域外における小型合併処理浄化槽設置者に対

し、補助金を交付し、普及啓発を図っている。

収集したくみ取りし尿と浄化槽汚泥は秋津浄化センターと中部浄化センターで活性汚泥処理をしている.

(l )地理対象人口と収集量

区分 度 6 3 元 2 3 4

総 . 人 口 5 7 1 ′0 0 0 5 75 ,20 0 5 7 9 ,3 0 5 6 3 0 .9 2 6 6 3 6 , 14 4

内

班

水 洗 化
公 共 下 水 道 2 7 0 , 0 0 0 2 97 ′10 0 3 12 ,7 5 0 3 4 0 ,3 4 0 3 7 6 ,6 4 5

浄 化 槽 2 1 0 , 0 00 19 4 ,0 0 0 19 2 ,3 5 7 2 0 7 ,3 7 3 1 8 6 ,2 1 5

く み 取 り 9 0′5 00 β3 ,7 0 0 7 3 ,8 2 9 8 2 ,0 4 5 7 2 ,3 5 0

自 - 家 処 理 5 0 0 4 0 0 3 6 9 1 ′16 8 9 3 4

収

集

量

くみ取 りし尿 1 日収 集量 (K 」) 2 5 8 .3 2 3 9 .2 2 0 5 .2 2 1 3 .2 1 9 2 .6

浄 化槽 汚 泥 1 日収 集 量 (U ) 2 5 7 .2 2 3 9 .6 2 5 6 .2 2 8 4 .9 2 7 8 .9

1 日 収 集 量 合 計 (K i ) 5 15 .5 4 7 8 .8 4 6 1 .4 4 9 8 .1 4 7 1 .5

(2)収集と処理
(単位　Kゼ)

メ 度 63 元 2 3 4

収 集 15 4 ,0 5 6 .3 1 4 3 ,2 0 3 .3 1 3 5 ,6 6 4 .7 1 4 7 ,9 3 4 . 0 1 3 5 ,3 3 0 . 5

処

理

秋 津 浄 化 セ ン タ ー 93 ,0 1 9 .7 8 8 ′6 7 3 .3 8 2 ′9 7 1 .5 9 6 ′9 6 5 .8 8 6 , 2 58 . 9

中部 浄 化 セ ン タ ー 6 1 ,0 3 6 .6 5 4 ,5 3 0 .0 5 2 ,6 9 3 .2 5 0 ,9 68 . 2 4 9 ,0 7 1 . 6

計 1 5 4 ,0 5 6 .3 1 4 3 ′2 0 3 .3 1 3 5 ′6 6 4 .7 1 4 7 ,9 34 . 0 13 5 ,3 30 .5

(3)料　　　金

人頭別料金.月1回収集のとき--・1人につき350円(消費税別)

人頭制加算料金　月2回以上のときで月1回分に加算--・1人1回につき175円(　〝　)

従・量制料金　簡易水洗便槽や事業所便槽のとき・--11につき8円(　〝　)

(4)終末地理施設

名称

区分
秋 津 浄 化 セ ソ ク ー 中部浄化 セ ンター ( し尿処理関 係)

所 在 地 秋 津 3 丁 目17番 1 号 蓮台寺町 92 0番地

敷 地 面 積 3 1 ,60 4 n f 9 3′9 00 it子

建 物 面 積 9 ,3 15 rrf 19 ,0 00 rri

処 理 能 力 人 口 3 08 ′00 0人 15 0 ,0 00人

処 理 能 力 3 70 K 」/ 日 18 0 K 4 / 日

建 設 年 月

1 期 昭3 7 . 12 3 9 . 12 1 期 昭33 . 6 34 . 10

2 期 昭4 3 . 12 4 5 . 3

3 期 昭5 3 . 1 5 4 . 3

2 期 昭37 . 12 3 9 . 3

建 設 費 1 , 197 ,5 5 1千 円 163 ,70 0千円

方 式
嫌気性 消化 .活性 汚泥 して下 水道圧送 (3 2 O K .0 / 日

処理 系) 酸化処理 (50 K 」/ 日) して河川放 流
嫌気性 消化
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(5)浄化槽の設置基数累計
単位(塞)

人 槽

型 式 .
5 - 10 ll- 20 21~ 50 5 1- 100 101~ 200 201以 上 計

早

独

槽

腐 敗 型 7 ,244 522 459 8 1 33 14 8 ,3 53

全 ば つ 気 型 5 ,396 272 30 9 59 8 1 6 ,0 45

分 離 ば つ き 型 ll ,117 394 66 4 110 8 0 12 ,293

接 触 ば つ き 塾 13 ,629 972 1 ,446 36 4 3 16 ,090

計 37 ,386 2 ,160 2,8 78 286 53 18 42 ,781

合 併 槽 29 1 6 ll 82 107 209 706

合 計 37 ,677 2 ,166 2 ,88 9 3 68 160 227 43 ,487

( 6 )小型合併地理浄化槽設置事業補助金

年 度

区 分
63 元 2 3 4

補 助 対 象 基 数 (寡 ) 9 41 30. 66 79

補 助 対 象 人 槽 (人) 58 321 255 4 64 703

補 助 金 の 額 (千 円) 3 ,480 19 ′260 15 ,300 2 7 ,8 40 4 2,180

(7)莫杜化公衆トイレの維持管理

周辺景観にマッチした明るくさわやかな公衆トイレづくりを目指して、昭和63年度から美粧化公衆トイレの

整備を進め、利用する市民の好評を得ているところである.現在12カ所に建設し、維持管理は浄化対策課が

行っている.

名 称 所 在 地 竣工年 月 所 管

本 妙 寺 手 洗 所 花畑 4 丁 目14ー1地 先 (本 妙寺駐車場横) 平 元 . 3 観 光 課

南 濃 門 手 洗 所 新町 4 丁 目9- 1 (高 贋 門踏切横 ) 平 元 . 3 浄 .化 対 策 課

上 江 津 湖 畔 トイ レ 神水本町 16- ll (江 津 湖 ) 平元 . 3 公 園 管 理 課

一 夜 頻 .手 洗 所 子飼本町 2-8 (- 夜 殖 公園 内) 平 元 . 3 ′′

爵 蔵 壕 手 洗 敢 龍 田町 弓削 1232 (武 蔵 塚公園 内) 平 元 . 9 ′′

花 畑 パ ー ク トイ レ 花 畑町 6 (花 畑公 園内) 平 元 . 10 ′′

立 田山配水池前手洗所 黒髪 4 丁 目7 42 (水 道 局配水池前 ) 平 2 . 3 浄 化 対 策 課

# n 黒 髪 4 丁 目6 10 (立 田 自然公 園 . 泰 勝寺跡 ) 平 2 . 3 公 園 管 理 課

八景水谷パ ーク トイ レ 八景水谷 1 丁 目 7 (八 景水谷 公画内) 平 3 . 3 ′′

白 川 パ ー ク トイ レ 草葉町 5-1 ( 白川 公園内) 平 3 . 3 体 育 施設管理事務所

岩 戸 の里 公 園手 洗 所 松尾町平山 415-28 (岩 戸 の里公園駐 車場 ) 平 3 . 3 熊 本 県

学 園 通 .り ト イ レ 大江 3 丁 目 (渡 鹿交差点横) 平 5 - 3 浄 化 対 策 課
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1 0　産

(1)概　　　要

所　在　地

敷地面積

建物面積

*　　ォ1

新　　館

看護婦宿舎

病　床　数

回　tsmm

(2)利用状況

醍

本山3丁目5番11号

3,028ni

l,881.2ni

鉄筋コンクI)-ト2階建　延l,104.6nf

鉄筋コンク1)-ト3階建　延565.5irf

鉄筋コンクリート2階建　延211.lnf

38床

医師3人　助産婦(看護婦) 24人　医療技術員4人　事務職員4人

年 度

区分
63 元 2 3 4

分 娩 数 (人 ) 399 38 2 3 14 3 5 3 3 6 8

入 院 数 (件 ) 8 ,74 2 7 ′7 12 7 ,8 3 5 8 ,7 2 3 8 ,2 9 4

外 来 数 (件 ) 9 ,55 6 9 , 10 7 8 ,3 2 2 10 ,1 4 8 1 0 ,4 0 8

計 (件 ) 18 ′298 16 ,8 19 16 , 15 7 18 .8 7 1 1 8 ,7 0 2

(3)経営状況

(単位　千円)

年度

区分
63 元 2 3 4

収 入 348 ′914 363 ,973 368 ,4 71 39 9,5 51 422 ,8 16

支 出 348 ,8 63 363 ,926 368 ,4 20 399 ,505 422 ,762

軍 益 51 47 5 1 46 54

(4)使用料及び手数料

ア　使用料

個室(3室)　1日につき　　　500円

イ　手数料

文書手数料　　1通につき　　1,000円

但し、死亡静断章と生命保険関係書類は1通につき2,000円
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1 1市　民　病

(1)概　　　要

所　在　地

開設年月日

敷地面積

建物面横

構　　　造

病　床　数

sxmm億

院

湖東1丁目1番60号

昭和21年2月1日

14,002.53ni

延　26,967.54ni

鉄骨鉄筋コソクリート造地下1階地上8階建

580床(一般540床、伝染病40床)

脳波計、 UCG (心臓超音波静断装置)、 CCU、 Col回転照射装置、光凝固装置、多用

途超音波静断装置、血液ガス分析装置、無菌空気ろ過装置、分娩監視装置、オートアナラ

イザー、自動血球計数器、シンチレーションカメラ、ラルストロン、ジャイロスコープ、

全身用CTスキャナー、血管造影装置、 1)ニアック(超高圧Ⅹ線照射装置)、コンビュ-

テッド・ラジオグラフィー、デジタルガンマカメヲシステム、生化学自動分析装置システ

ム、核磁気共鳴イメージソグ装置、ハイパーサーミア装管

静療科目　内科、精神科、神経内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、小児科、外科、整形外科、形成

外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、・小児外科、皮膚科、ひ尿器科、こう門科、

産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、理学診療科、放射線科、歯科、麻酔科

職　員　数　554人(医師73人　看護婦　345人　医療技師72人　事務その他64人) (平5.6.1現在)

(2)経営状況

(単位　千円)

年 度

区 分

6 3 元 2 3 4

収 入 7 ,0 2 2 ,4 5 6 7 ,3 2 2 ′6 8 9 7 ′0 7 C n O CL iO .U oo 7 ′7 0 8 ,2 7 5 8 ,5 3 4 ,3 9 0

支 出 6 .7 3 1 ,8 9 7 7 ′0 1 3 ,8 7 6 7 , 4 4 4 ′0 5 3 7 ′9 5 2 , 19 2 8 ,8 2 4 , 16 6

」 2 9 0 ′5 5 9 3 0 8 .8 1 3 △ 1 6 8 ,9 6 5 △ 2 43 ,9 1 6 △ 2 8 9 ,7 7 6

利 益 剰 余 金 1 ,2 8 2 ,9 3 2 1 ,5 7 1 ,7 4 5 1 ,3 8 2 ′7 7 9 1 ,1 38 ,8 6 3 8 49 ,0 8 7

(3)使　用　料

特　別　室(21室)　1人1日

個　　　室(21室)　1人1日

2,000円

250円
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(4)科目別診療状況

科 目 患 者 数 年 度
63 元 2 3 4

内 科

入 院 5 1′17 3 5 2 ,8 5 2 5 1 ,4 8 3 5 4 ,1 5 1 5 7 ′0 5 2

一 日平 均 入 院 14 0 .2 14 4 .8 1 4 1 .0 1 48 .0 1 5 6 .3

外 来 5 8 ,2 0 6 6 4 .3 6 6 5 9 ′5 8 5 5 9 ′6 0 1 6 1 .4 7 3

一 日平 均 外 来 19 6 .6 2 1 8 .2 2 0 3 .4 2 0 1 .4 2 0 7 .7

計 1 0 9 ,3 7 9 1 1 7 ′2 1 8 1 1 1 ′0 6 8 1 1 3 ,7 5 2 1 18 ′5 2 5

精 神 科

入 . 院 0 0 0 0 0

】 日平 均 入 院 0 0 0 0 0

外 来 5 ′6 7 2 6 ,5 3 5 6 ,7 4 9 7 ,1 5 9 8 ,1 2 4

- 日平 均 外 来 1 9 .2 2 2 .2 2 3 .0 2 4 .2 2 7 .4

計 5 .6 7 2 6 ,5 3 5 6 ,7 4 9 7 ′1 5 9 8 ,1 2 4

小 児 科

入 院 3 4 ,6 7 2 3 2 ,3 8 8 3 1 ,1 1 9 3 3 ,1 2 2 3 2 ,88 5

一 日平 均 入 院 9 5 .0 3 .7 8 5 .3 9 0 .5 9 0 .1

外 来 2 3 ′0 6 0 2 5 ,9 3 9 2 5 9 8 8 2 6 ,4 0 4 2 5 ,1 0 4

一 日平 均 外 来 7 7 .9 8 7 .9 3 .7 3 .2 8 4 .8

汁 5 7 ′7 3 2 5 8 ,3 2 7 5 7 ′1 0 7 5 9 ,5 2 6 5 7 ,9 8 9

外 科

入 院 2 1′5 0 6 2 2 ,4 4 6 2 2 ,9 5 7 2 3 ,1 0 9 2 2 ,4 7 0

一 日平 均 入 院 5 8 .9 6 1 .5 6 2 .9 6 3 .1 6 1 .6

外 来 2 5 ,8 0 0 2 5 ′3 6 5 2 7 ,4 5 8 2 7 .8 2 6 2 9 ,3 3 2

一 日平 均外 来 8 7 .2 8 6 .0 9 3 .7 9 4 .0 9 9 .1

計 4 7 ′3 0 6 4 7 ,8 11 5 0 ′4 1 5 5 0 ′9 3 5 5 1 ′8 0 2

整 形 外 科

入 院 2 4 ,4 7 4 2 4 ,8 2 4 2 1 ,9 2 0 2 3 ′4 1 2 2 3 ′1 8 7

一 日平 均入 院 6 7 . 1 6 8 .0 6 0 .1 6 4 .0 6 3 .5

外 来 2 0 ,4 0 9 2 1′0 0 9 19 ,4 9 9 2 0 ′7 2 9 2 2 .2 8 3

- 日平 均 外 来 6 8 .9 7 1 .2 6 6 .5 7 0 .0 7 5 .3

計 4 4 ,8 8 3 4 5 ,8 3 3 4 1 ,4 1 9 4 4 ,1 4 1 4 5 ′4 7 0

皮 膚 科

入 院 6 ,3 2 3 4 .4 4 8 5 ,9 5 7 5 ′5 2 9 5 ,9 3 5

一 日平 均入 院 17 .3 12 .2 1 6 .3 1 5 .1 1 6 .3

外 来 2 0 ,6 18 2 0 ′2 2 0 2 2 ′0 9 9 2 5 ,4 5 6 2 4 ,1 3 3

一 日平 均外 来 6 9 .7 6 8 .5 7 5 .4 8 6 .0 8 1 .5

計 2 6 ,9 4 1 2 4 .6 6 8 2 8 ,0 5 6 3 0 ,9 8 5 3 0 ,0 6 8

ひ 尿 器 科

入 院 6 ,9 6 0 6 ′3 4 2 6 , 16 2 5 ,5 4 9 4 ,8 7 5

一 日平 均入 院 19 . 1 17 .4 1 6 .9 1 5 .2 1 3 .4

外 尭 l l ,7 4 0 12 ,5 2 9 12 , 11 5 ll ,2 7 9 l l ,6 8 4

一 日平 均 外 来 3 9 .7 4 2 .5 4 1 .3 3 8 .1 3 9 .5

計 18 ′7 0 0 18 ,8 7 1 18 ,2 7 7 16 ,8 2 8 1 6 ,5 5 9

限 科

入 院 7 ,0 2 8 7 ′0 0 9 6 ,7 6 3 7 ,7 3 1 6 ,4 5 0

一 日平 均入 院 19 .3 19 .2 1 8 .5 2 1 .1 1 7 .7

外 来 2 3 ,6 4 2 2 0 ,7 6 2 18 ,9 6 4 2 0 ,2 8 9 2 2 ,9 2 6

】 日平 均 外 来 7 9 .9 7 0 .4 6 4 .7 6 8 .6 7 7 .5

計 3 0 ′6 7 0 2 7 ,7 7 1 2 5 ′7 2 7 2 8 ,0 2 9 2 9 ,3 7 6

耳 鼻

い ん こ う科

入 院 8 ,3 9 3 8 .3 7 9 7 ′4 3 5 6 ,3 7 4 6 ,8 2 7

一 日平 均入 院 2 3 .0 2 3 .0 2 0 .4 1 7 .4 1 8 .7

外 来 14 ,2 6 2 16 ′9 16 15 , 14 5 12 ,1 8 8 1 0 ,5 1 1

一 日平 均外 来 4 8 .2 5 7 .3 5 1 .7 4 1 .2 3 5 .5

計 2 2 ,6 5 5 2 5 ,2 9 5 2 2 ,5 8 0 18 ,5 6 2 1 7 ,3 3 8
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科 目 患 者 数 年 度
63 元 2 3 4

産 婦 人 科

入 . 防 21 ,1 8 1 2 0 ,6 7 0 2 0 ,3 10 2 1 ,5 7 0 2 1 ,3 7 5

】 日平 均 入 院 58 .0 5 6 .6 55 . 6 5 8 .9 5 8 .6

外 来 32 ,0 4 1 3 3 ,4 4 8 3 2 ,3 72 3 7 ′20 6 3 9 ,4 8 4

一 日平 均 外 来 108 .2 1 1 3 .4 1 10 . 5 12 5 .7 13 3 .4

計 53 ,2 2 2 5 4 ,1 18 5 2 ,6 8 2 5 8 ,7 7 6 6 0 ,8 5 9

歯 科

入 . 院 44 5 5 2 4 1 68 3 6 0 2 9 7

一 日平 均 入 院 1 .2 1 .4 0 . 5 1 .0 0 .8

外 来 13 ,4 4 5 1 3 ,4 9 9 l l ,5 12 1 1′52 0 1し 13 3

一 日平 均 外 来 45 .4 4 5 .8 39 . 3 3 8 .9 3 7 .6

計 13 ,8 9 0 1 4 ′02 3 1 1 ′68 0 l l ,8 8 0 l l ,4 3 0

理 学

n

入 院 7 ,5 7 1 7 ,2 6 9 8 ′4 93 8 ′44 5 8 ,4 5 2

- .日平 均 入 院 20 .7 1 9 .9 23 . 3 2 3 . 1 2 3 .2

外 来 14 ′79 7 1 9 ,3 9 8 1 7 ,1 74 17 ,0 5 3 17 ,2 2 1

一 日平 均 外 来 50 `0 6 5 .8 58 . 6 5 7 .6 5 8 .2

計 22 ,3 6 8 2 6 ,6 6 7 2 5 ,6 67 2 5 ′49 8 2 5 ,6 7 3

放 射 線 科

入 院 0 3 0 0 0

一 日平 均 入 院 0 0 -0 0 0 0

外 来 5 ′8 7 1 5 ,6 1 7 6 .6 5 2 5 ,7 9 4 8 ,2 2 0

～ 日平 均 外 来 19 .8 1 9 .0 22 . 7 19 .6 2 7 .8

計 5 ′8 7 1 5 ,6 2 0 6 ,6 52 5 ,7 94 8 ′22 0

麻 酔 科

入 院 1 ′14 2 5 5 6 5 79 3 64 3 6 5

一 日平 均 入 院 3 .1 1 .5 1 .6 1 .0 1 .0

外 .来 5 ′17 4 5 ,2 3 6 5 ,4 09 5 ′7 94 5 ,8 2 8

】 日平 均 外 来 17 .5 1 7 .7 18 . 5 19 .6 19 .7

1+ 6 ,3 1 6 5 ,7 9 2 5 ,9 8 8 6′158 6 , 19 3

こ う 門 科

入 院 9 ,3 8 7 l l ,1 1 1 1 0 ′7 64 1 0 ,9 59 1 1′96 0

一 日平 均 入 院 25 .7 3 0 .4 29 . 5 29 .9 3 2 .8

外 来 7 ,6 2 7 8 ,8 2 2 9 ′4 2 5 1 0 ,7 45 10 .8 4 0

一 日平 均 外 来 25 .8 2 9 .9 32 . 2 36 .3 3 6 .6

計 17 ,0 1 4 1 9 ,9 3 3 2 0 ,18 9 2 1′70 4 2 2 ,8 0 0

形 成 外 科

入 院 3 .4 7 2 4 ,8 1 9 4 ,8 53 4 ,3 67 4 ,8 2 1

⊥ 日平 均 入 院 9 .5 1 3 .2 13 . 3 l l .9 13 .2

外 来 2 ,7 4 2 4 ,2 3 0 4 ,7 30 5 ,3 69 5 , 19 3

- 日平 均 外 来 9 .3 1 4 .3 1 6 .1 18 . 1 17 .5

計 6 ,2 1 4 9 ,0 4 9 9 ,58 3 9′7 36 10 ,0 14

脳 神 経 外 科

入 院
- - 6 2 1 2 ,3 90 1′8 18

一 日平 均 入 院 - - 1 -7 6 .5 5 .0

外 来 - - 1 ′48 3 2 ,5 5 1 2 ,6 8 3

一 日平 均 外 来
- - 5 .1 8 .6 9 . 1

計 - - 2 ,1 0 4 4 ,9 4 1 4 ′50 1

合 計

入 院 203 ,7 2 7 2 0 3 ,6 4 0 1 9 9 ,58 4 20 7 ,3 4 2 2 0 8 ,7 6 9

～ 日平 均 入 院 558 .2 5 5 7 .9 5 4 6 .8 5 6 6 .5 5 7 2 .0

外 来 28 5 ,1 0 6 3 0 3 ,8 9 1 2 9 6 ,3 5 9 3 08 ,9 6 6 3 16 , 17 2

- 日平 均 外 来 963 .2 1 ′03 0 .1 1 ,0 1 1 .5 1 ,0 4 3 .8 1 ,0 68 . 1

計 48 8 ,8 3 3 5 0 7 ′53 1 4 9 5 ,9 4 3 5 1 6 ,3 08 5 2 4 ,9 4 1

(注)　脳神経外科は平成2年6月1日より新設
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(5)伝染病患者収容状況

年度

区分
63 元 2 1 3 4

赤 痢
患 者

1人 1人 2人 8人 0人

死 者 0 0 0 0 0

腸 チ フ ス
患 者 1 1 0 0 1

死 者 0 0 0 0 0

日 本 脳 炎
患 者 4 1 6 1 0

死 者 0 0 0 0 0

流 行 性 脳

背 髄 膜 炎

患 者 0 0 0 1 0

死 者 0 0 0 0 0

パ ラチフス
患 者 1 0 0 0 1

死 者 0 0 0 0 0

コ レ ラ
患 者 0 . 1 0 0 0

死 者 0 0 0 0 0

計
患 者 7 4 8 10 2

死 者 0 0 0 0 0

(注)　日本脳炎については、軽症を除く

(6)新生児未熟児医療について

本院は熊本県における新生児医療の中核となっており、現在、病床数80床の新生児医療セソクーでは、専従

医師6名、看護婦55名が24時間体制で、ほぼ全県域から収容される新生児未熟児の治療にあたっている.

実　　績

年 度

項 目
6 3 元 2 3 4

出生児体 重

l ,5 00 g 未 満

人 人 人 人 人

94 8 6 90 10 9 10 9

出生 児体 重

l ,50 0 ~ 2′50 0 g
2 44 22 3 2 27 23 0 2 1 7

出生 児体重

2 ,50 0 g 以 上
3 1 3 30 3 2 98 2 63 2 6 9

合 計 6 5 1 6 12 6 1 5 6 02 59 5

術 後 管 理 2 5 29 3 8 3 1 3 8

うち新 生児専用救 急車

に よ る 搬 送 者

3 5 6 3 34 30 5 2 93 25 1

新生児専用救急車

装備機器等　新生児モニター、新生児レスピレーター、搬送用保育器、バッテ1)-バッグ、保育器移送ス

タンド、自動輸液ポンプ、カーディオテンプ、自動血圧計、医療ガスー式、無線電話装置

購入費(機罪とも　　10,422千円

-178-



(7)附属診療所

芳野診療所

所在地

敷地面積

建物面積

構　　造

診療科目

医療圏

利用状況

河内町野出1410番地

729. 50iti

381. 47ni

木造1階建

内科、外科、小児科

芳野地区610世帯　2,527人

5,061人(平成4年度)

富
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